
国立大学法人上越教育大学の大学教員の人事方針

平成18年３月15日

教 育 研 究 評 議 会

上越教育大学の理念・目的を最適に実現するとともに教育研究の一層の向上を目指し，

大学教員人事に係る基本方針を定めるものとする。

１ 教育に関する臨床的研究の推進とその成果に基づいて優れた教育実践力を有する教育

者の養成と現職教員の資質向上への取組が円滑に進むよう，教員人事は大学全体で行う

ものとする。

(1) 柔軟な教育研究組織を基本に，教育・研究指導，研究等，機能や目的に応じ，柔軟

で多様な人事を行うものとする。

(2) 教員の流動性を高め，教育・研究・社会貢献の高度化と活性化を図るものとする。

(3) 学校現場と密接に結びついた実践的な大学であることから，学校現場における教育

経験を有する者の雇用促進を図るものとする。

(4) 国内外を問わず優れた人材の確保及び男女共同参画社会の実現に向け，外国人及び

女性の雇用促進を図るものとする。

２ 教育研究活動の不断の活性化，教員人事の客観性及び透明性を高めるため，教員人事

はシンプルで明確な基準によって管理するものとする。

(1) 教員の採用及び昇任等（以下「選考」という。）は，本学の理念・目的に沿って行

うものとする。

(2) 教員の選考に当たっては，学長が選考の目的・理由を明確にし，教育研究評議会に

発議して行うものとする。

(3) 教員の採用は，原則として公募とする。

(4) 教員候補者の選考は，教授以上を構成員とする教授会（以下「人事教授会」という。）

に置く教員選考委員会が候補者を決定し，人事教授会の議を経て，教育研究評議会が

行うものとする。

(5) 教員の選考に当たっては，履歴，研究業績，教育業績，社会貢献，教育や研究に対

する今後の展望等を多面的に評価するとともに，面接，授業，講義録等により，教育

の能力を具体的に評価するものとする。

(6) この方針に沿った教員選考基準を作成し，公開するものとする。
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第３１回教育研究評議会議事要旨（抜粋）

日 時 平成１８年３月２２日（水） １３：１０～１３：２０

議 事

１ （省略）

２ 大学教員の人事方針

学長から，３月１５日（水）開催の第３０回教育研究評議会で承認された同方針につ

いて，学校現場における教育経験を有する者の雇用促進，外国人及び女性の雇用促進に

係る具体的な対応策について次のとおり説明があった。

(1) （省略）

(2) 外国人の雇用促進

教員の公募に際して「国籍は問わない。ただし，日本語を母語としない場合は，教

育及び学内業務を遂行可能な十分な日本語能力を有すること」を明記する。

(3) （省略）

以 上
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１　役員・職員の現員

 （１）役員・職員現員表 （平成２２年５月１日現在）

副学長

常勤 非常勤 非常勤

1 2 1 2 6 6

4 4
(4) (4)

66 68 23 1 158 158
(1) (1)

(8) (1) (9) (9)
3 6 9 9

(3) (3) (3)

(2) (3) (1) (6) (6)

(4) (3) (7) (7)

(2) (1) (3) (3)

(1) (1) (1)
1 3 1 5 5

(1) (1) (1)
1 1 1 1 13 1 1 19 19

(1) (1) (1) (1) (2)
1 1 1 1 13 1 18 18

2 2
(1) (1) (1)

91 91
(1) (1) (5) (22) (7) (2) (31) (1) (1) (38)

1 2 1 2 6 4 66 68 23 3 6 1 167 3 2 2 2 29 3 1 42 93 312

　　　（　）内は，左欄の組織（職）を兼務している役員又は職員を示す。

広 報 室

事 務 局

計

保健管理ｾﾝﾀｰ

情報メディア
教育支援ｾﾝﾀｰ

心理教育相談室

特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

附属幼稚園

附属小学校

役    員

副 学 長

大学院学校教育
研究科

附属図書館

学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

附属中学校

区　　分

役　　　　　　　　員 職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

合 計
学長

理事 監事
小計

大　　　学　　　教　　　員 附　属　学　校　教　員
事務局
職　員教授 准教授 講師 助教 助手

特任
教授

特任
准教授

特任
講師

養護
教諭

栄養
教諭

小計小計
副校長
副園長

教頭
主幹
教諭

指導
教諭

教諭

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－１－②－１】



授業科目名 時間数 非常勤講師名 日　　　程 教室 受講数 対応教員

6 金森　俊朗 ９月１日(水) 得丸

6 大久保　明子 ５月３１日,６月７日,１４日
（月３限）

得丸

現代教育課程特論 30 中野　和光 ８月２３日（月）～２５日（水） 人２０１ 16 増井三

学校カウンセリング特論 32 諸富　祥彦 ２月１７日(木)～１９日(土) 人１０５ 39 中山勘次郎

心身医学特論 30 村松　芳幸 ９月１５日(水)～１７日(金) 人１１３ 20 高橋靖子

肢体不自由心理・生理学
論

15 小畑　文也 １０月２３日（土）～２４日（日）予定
（勤務先・日程変わる可能性有り）

特別支援
教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

22 笠原芳隆

重複障害心理特論 30 菅井　裕行
８月３１日(火)３～５限
９月１日・２日１～５限
９月３日(金)１～２限及び３限試験

特別支援
教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

21 土谷

漢文学特論 30 磯部　祐子 ８月３０日（月）～９月１日（水） 人１０１ 7 押木

政治学特論 30 和田　守
８月７日（土）～１０日（火）
（4.4.4.3ｺﾏ）

人２０６ 10 小島

15 大谷　実
９月２(木)～３日(金)
9/2は１日，9/3は半日

人１０４ 高橋等

15 宮崎　樹夫 ９月２８日（火）～２９日（水）
9/28は１日，9/29は半日

人１０４ 高橋等

理科野外観察指導実習Ｈ 15 中川　清隆 ６月５日（土）～６日（日） 小会議室 3 中村雅

音楽における心理と発達 15 村尾　忠廣 ８月２４日(火)～２６日(木) 音１０２ 12 時得

ピアノ演奏研究Ⅱ
（アンサンブルを含む。）

15 上野　裕子 １０月４日～１５回
（後期月３限（１回１Ｈ））

音２０１ 5 平野俊介

造形心理学特論 30 近江　源太郎 ２月１５日（火）～１７日（木） 美４０１ 3 阿部靖

住居学特論 30 五十嵐　由利子 ８月２４日(火)～２６日(木) 人２０４ 4 光永

食教育特論 30 針谷　順子 ２月１６日(水)～１８日(金) 人２１４ 5 立屋敷

教育課程行政特論 30 大槻　達也 ９月１１日（土），１８日（土），25日（土） 人２１５ 12 教育支援課

416

講座等

学習臨床学特論 松本健義

学校臨床研究

12 浜田　壽美男

 大学院                 平成２２年度非常勤講師担当授業科目の日程等　　　　　　　

臨床心理学

社会系

芸術系(音楽）

生活・健康系
（家庭）

自然系（数学）

言語系（国語）

芸術系(美術）

生活・健康系
（学校ヘルスケア）

自然系（理科）

芸術系(音楽）

教務委員会

数学教育学特論Ｂ

教育と社会問題運
営部会

いのち教育論

特別支援教育

学校臨床研究

5

９月４日(土)～５日（日） 人１１３

特別支援教育

人２０６

42
子どもの学びとここ
ろのケア運営部会

32
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授業科目名 時間数 非常勤講師名 日　　　程 教室 受講数 対応教員

社会教育計画Ａ 32 板垣　和伸
７月１７日（土）～１８日（日）
７月２４日（土）～２５日（日）

人２０５ 49 教育支援課

社会教育計画B 32 板垣　和伸 48 教育支援課

8 湯浅　昭司 教育支援課

22 小菅　江美 教育支援課

8 湯浅　昭司 教育支援課

22 小菅　江美 教育支援課

博物館概論 15 大悟法　滋 ８月３０日（月）～３１日（火） 講３０２ 3 教育支援課
（川村/五百川）

博物館経営・情報論 30 小島　幸雄 １１月２０日（土），２１日（日），２３日（火祝）
上越市埋蔵
文化財ｾﾝ

ﾀｰ
12

教育支援課
（川村）

博物館資料論 10 太田　將勝 人１０４ 6 教育支援課

学校図書館メディアの構成 23 濵谷　智子
１０月２日（土）松本４コマ・３日（日）濵谷４コマ
１０月９日（土）濵谷４コマ・１０日（日）濵谷３コマ 講３０２ 53 松本修

教育方法学 10 金森  俊朗 ８月９日（月）２～４限～１０日（火）１，２限 講３０１ 186 佐久間

生涯学習概論Ｂ 30 岩永　雅也 ２月１６日(水)～１８日(金) 人１１３ 53 林

社会福祉Ⅰ 30 小池　由佳 ９月１３日（月）～１５日（水）
（9/15は4限まで）

人１０４ 29 鈴木

社会福祉Ⅱ 30 小池　由佳 ９月１６日（木）～１７日（金），２０日（月・祝） 人１０４ 30 鈴木

養護内容 30 小柳　信子 ９月１８日(土)，２１日(火)～２３日(木･祝) 講２０１ 30 鈴木

子どもの福祉 30 小田桐　忍 １２月１１日（土），１８日（土）～１９日（日） 講３０２ 29 鈴木

漢文学講読 30 磯部　祐子 ９月２日（木）～４日（土） 講３０２ 71 押木

国文学講読Ａ 30 柳澤　良一 ８月９日（月）～１１日（水） 講３０２ 57 下西

国文学演習B 30 堀　竜一
4/15･22，5/13，6/10･24，7/8･22（木5限）
一部集中　8/5(木)～6（金）8ｺﾏ

人２１３
集中は言語系

会議室
12 小埜

コミュニケーション英語CⅡ 30 中村　博生 １０月５日～１５回
（後期火１限）

人２０８ 42 石濱

英文学演習 30 黒川　敬三 １０月７日（木）～１５回
（後期木３限）

人２０７ 15 前川

比較文化 30 中村　博生 ４月１３日（火）～１５回
（前期火５限）

人２０６ 33 石濱

地誌学概説 15 石澤　孝 38 山縣

国際地誌学 15 石澤　孝 6 赤羽

倫理学概説 30 藤澤　郁夫 １０月７日（木）～１５回
（後期木５限）

人１０４ 25 松田

社会学概説 30 寺田　喜朗 ８月７日（土）～１０日(火)
（4.4.4.3ｺﾏ）

講１０３ 34 小島

考古学認識論 30 水澤　幸一 ９月１日（水）～３日（金）
（9/1は4限まで）

講１０４ 8 浅倉

日本前近代社会史認識論 30 麓　慎一 ８月１０日（火）～１２日（木） 人１０１ 8 浅倉

教務委員会

言語系
（国語）

言語系
（英語）

言語系
（国語）

言語系
（国語）

言語系
（英語）

言語系
（英語）

社会系

社会系

社会系

幼児教育

社会系

教務委員会

教務委員会

学校臨床

学校臨床

社会系

社会系

教務委員会

幼児教育

幼児教育

幼児教育

学部　　　　　          平成22年度非常勤講師担当授業科目の日程等          　　 

コース等

教務委員会

教務委員会

教務委員会

２月２５日（金）～２７日（日）
妙高青少年
自然の家

23教務委員会 社会教育演習Ⅱ

社会教育演習Ⅰ ８月１０日（火）～１２日（木）
妙高青少年
自然の家

25



歴史・民俗資料演習 30 花岡　公貴 １０月７日～１５回
（後期木１限）

人１０６ 7 浅倉

算数 30 田中　博 ４月８日（木）～１５回
（前期木５限）

講２０２ 66 中川

幾何学概論 30 森　　博 １０月１日（金）～１５回
（後期金３限）

人１０６ 38 中川

微分積分学 30 森　　博 １０月７日（木）～１５回
（後期木３限）

講３０２ 44 中川

20 上野　裕子 ４月２２日（木）～１０回
（通年月6限・木3限）

講３０１
音１０２

平野俊

20 平野　和子 ５月６日（木）～１０回
（通年木3限）

音１０１ 平野俊

合奏B 30 池田　聡子 １０月５日～１５回
（後期火４限）

音１０２ 9 玉村

独唱Ⅲ 30 池田　聡子 １０月５日～１５回
（後期火３限）

音１０２ 12 玉村

美術史論 30 石原　宏
８月３０日（月），９月１日（木）～９月２日
（木）
（9/1は４限まで）

美４１０ 18 洞谷

金属加工法 30 荒木　一郎 ８月３０日（月）３限～９月２日（木）
（9/1は４限まで）

講００３ 14 東原

住居学（製図を含む。） 10 神川　康子 １１月１３日（土）9:00～17:50
（9/29,30佐藤ゆかり先生　講103）

人１１２
（共通ｾﾞﾐ室）

12 佐藤ゆかり

被服学 15 藤木　一浩 ９月２日（木）～３日（金） 人２０５ 13 佐藤悦

家庭電気・機械・情報 30 藤木　一浩 ２月１５日（火）～１７日（木） 人１０４ 23 佐藤悦

中等家庭科指導法（教材論） 30 高木　幸子
１２月４日（土）～５日（日）
１２月１１日（土）～１２日（日）

自３０９ 11 得丸

1057

176音楽

生活・健康
系（家庭）

生活・健康
系（家庭）

生活・健康
系（家庭）

計

芸術系
（音楽）

芸術系
（音楽）

生活・健康
系（技術）

生活・健康
系（家庭）

芸術系
（音楽）

芸術系
（美術）

自然系
（数学）

自然系
（数学）

自然系
（数学）

社会系



①　教職に関する科目（教育実習の事前及び事後指導に関するものは除く。）

年  間 対  象 必 修

授 業 学生の 選 択
　Ｈ21整理

授業科目名

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

授業の趣旨・概要
授業担当

主担当教員
  採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ 採用理由講師予定者氏名 職 名 所属長授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別

1

総合・生活科指導法 生活科及び総合的な学習について，教育
実習に必要な知識・技能を提供する。 (30×2)

2×1
免P 必修

5月19日6限
18:00～
19:30

木村 橋本　忍

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●

2

総合・生活科指導法 生活科及び総合的な学習について，教育
実習に必要な知識・技能を提供する。 (30×2)

2×1
免P 必修

6月30日6限
18:00～
19:30

木村 関谷　俊彦

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●

総合・生活科指導法 生活科及び総合的な学習について，教育
実習 な知識 能 供す (30×2)

4月23日2限 附属小学校教諭 上越教育大学附属
学校校長

　実施科目番号
授業科目名 授業の趣旨・概要

授業担当
予定時期

主担当教員 講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理由
（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

3

総 総 習 ， 育
実習に必要な知識・技能を提供する。 (30×2)

2×1
3 必修

4月23日2限
10:20～
11:50

木村 米岡　洋

附属 育 附属
小学校校長 ●

4

総合・生活科指導法 生活科及び総合的な学習について，教育
実習に必要な知識・技能を提供する。 (30×2)

2×1
3 必修

7月2日2限
10:20～
11:50

木村 藤城　真二

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●

5

総合・生活科指導法 生活科及び総合的な学習について，教育
実習に必要な知識・技能を提供する。

(30×2)
2×2

3
免P

必修

7月14日6限
18:00～
19:30

7月16日2限
木村 阿部　勉

上越市立大手町小
学校教頭

上越市立大手町小
学校校長

生活科・総合的な学習について現場での経験が豊富である。
また、かつて生活科指導法が木村１５時間担当であった時期に、
指導案の書き方を学生に指導してもらっている。これらの現場体
験と実地指導講師体験の豊富さから採用を決めた。 ●

10:20～
11:50

6
初等国語科指導法 小学校の国語科教材の見方・扱い方につ

いて実践的な立場から説述する。
(30×2)

2
3 必修 6月28日 渡部 高橋　栄介

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●

7

初等国語科指導法 小学校の国語科教材の見方・扱い方につ
いて実践的な立場から説述する。 (30×2)

2
3 必修 6月23日 迎 水谷　徹平

長岡市立上組小学
校教諭

長岡市立上組小学
校校長

国語コースの卒業生であり、授業実施に関する打ち合わせをしや
すい。情報教育にも精通しており、教科指導との関連から授業内
容を構成することが期待できる。

●

8
初等国語科指導法 小学校の国語科教材の見方・扱い方につ

いて実践的な立場から説述する。
(30×2)

2
3 必修 6月30日 有澤 渡邊　興勝

糸魚川市立下早川
小学校教諭

糸魚川市立下早川
小学校校長

当該科目の内容を小学校の実践的な立場から説述することによ
り さらに充実させるため。 ●8 いて実践的な立場から説述する。 2

3 必修 6月30日 有澤 渡邊　興勝 小学校教諭 小学校校長 り、さらに充実させるため。 ●

9
初等国語科指導法 小学校の国語科教材の見方・扱い方につ

いて実践的な立場から説述する。
(30×2)

2
3 必修 6月21日 有澤 花房　磨紀

上越市立黒田小学
校教諭

上越市立黒田小学
校校長

当該科目の内容を小学校の実践的な立場から説述することによ
り、さらに充実させるため。 ●

10
初等国語科指導法 小学校の国語科教材の見方・扱い方につ

いて実践的な立場から説述する。
(30×2)

2
3 必修

 
7月5日 迎 松岡　博志

附属小学校主幹教
諭

上越教育大学附属
小学校校長 ●

11

中等国語科指導法
（授業論）

中学校の国語科授業における授業計画の
立て方について実践的な立場から説述す
る。

(30)
2

4 必修 6月22日 有澤 桑原　哲朗

十日町市立孟地小
学校校長

十日町市教育委員
会教育長

当該科目の内容を中学校の実践的な立場から説述することによ
り、さらに充実させるため。 ●

中等国語科指導法 中学校の国語科授業におけるカリキュラ 上越市立上下浜小 上越市立上下浜小

12

中等国語科指導法
（課程論）

中学校の国語科授業におけるカリキュラ
ム開発について実践的な立場から説述す
る。

(30)
2

2 必修 11月11日 渡部 佐藤　美奈子

上越市立上下浜小
学校教諭

上越市立上下浜小
学校校長 ●

13

中等国語科指導法
（課程論）

中学校の国語科授業におけるカリキュラ
ム開発について実践的な立場から説述す
る。

(30)
2

2 必修 11月18日 渡部 池村　和重

附属中学校教諭 上越教育大学附属
中学校校長 ●

14

中等国語科指導法
（学習論）

中学校の国語科教材の見方・扱い方につ
いて実践的な立場から説述する。 (30)

2
2 選択

　
11月17日 迎 山本　直恵

柏崎市立南中学校
教諭

柏崎市立南中学校
校長

国語コースの修了生であり、授業実施に関する打ち合わせをしや
すい。話し合い指導の実践の蓄積があり、この知見を生かした授
業を行うには他に適任者がいない。

●

15

中等国語科指導法
（授業論）

中学校の国語科授業における授業計画の
立て方について実践的な立場から説述す
る。

(30)
2

4 必修 5月11日 有澤 清水　陽一郎

附属中学校教諭 上越教育大学附属
中学校校長 ●

16
算数科指導法 算数的活動を中心に据えた算数の指導展

開の実際
(30×2)
2×2

3 必修 5月～6月 伊達 青木　弘明
附属小学校指導教
諭

上越教育大学附属
小学校校長 ●

17
算数科指導法 算数的活動を中心に据えた算数指導の評

価の実際
(30×2)
4×2

3 必修 5月～6月 伊達 磯野　正人
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

18
数学科指導法 問題解決の立場に立つ数学の授業構成と (30)

3 選択 12月～1月 高橋等 尾崎 誠
附属中学校主幹教
諭

上越教育大学附属
中学校校長 ●18

問題解決 立場に立 数学 授業構成と
展開の実際

(30)
2

3 選択 12月～1月 高橋等 尾崎　誠 諭 中学校校長 ●

19
数学科指導法 「数学的活動」を中心に据えた数学の指

導と評価の実際
(30)
4

3 選択 1月～2月 高橋等 小池　克行
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 ●

okamoto
テキストボックス
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①　教職に関する科目（教育実習の事前及び事後指導に関するものは除く。）

年  間 対  象 必 修

授 業 学生の 選 択
　Ｈ21整理

授業科目名

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

授業の趣旨・概要
授業担当

主担当教員
  採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ 採用理由講師予定者氏名 職 名 所属長授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別
　実施科目番号

授業科目名 授業の趣旨・概要
授業担当
予定時期

主担当教員 講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理由
（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

20
中等家庭科指導法
（教材論）

中学校家庭科の教育現場における教材に
ついて、紹介、指導、助言を行う。

(30)
2

2 選択 11月 得丸 他 阿部　洋子
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 ●

21

初等家庭科指導法 教育現場における小学校家庭科の指導に
ついて教授すると共に、教育現場管理職
の視点から家庭科指導法への提言を行
う。

(30×2)
4×2

3年 必修

5月25日
1.2限
6月 8日
1.2限

得丸 他 荒川　圭子

糸魚川市立南能生
小学校校長

糸魚川市教育委員
会教育長

荒川氏は小学校教育現場で家庭科教員としての活躍、家庭科全国
大会シンポジウムでの活躍の経験を持ち、管理職の視点からも本
授業を行える最適任者であるため。 ●

初等家庭科指導法 教育現場における小学校家庭科の指導に 糸魚川市立南能生 糸魚川市教育委員 荒川氏は小学校教育現場で家庭科教員としての活躍、家庭科全国

22

初等家庭科指導法 教育現場における小学校家庭科の指導に
ついて教授すると共に、教育現場管理職
の視点から家庭科指導法への提言を行
う。

(30)
4

免P 必修
5月20日6限
5月27日6限

得丸 他 荒川　圭子

糸魚川市立南能生
小学校校長

糸魚川市教育委員
会教育長

荒川氏は小学校教育現場で家庭科教員としての活躍、家庭科全国
大会シンポジウムでの活躍の経験を持ち、管理職の視点からも本
授業を行える最適任者であるため。 ●

23

初等家庭科指導法 教育現場におけるいのち教育の実践につ
いて指導助言をおこなう。 (30×2)

2×2
3年 必修

7月13日
1.2限

得丸 他 菊地　亜弥子

新潟県立小出養護
学校ふれあいの丘
分校高等部主幹教
諭

新潟県立小出養護
学校ふれあいの丘
分校校長

菊池氏は数年来、小学校教育現場におけるいのち教育を着実に実
践している。その実践の報告と学生への指導助言を行う最適の人
材であるため。 ●

24

初等家庭科指導法 教育現場におけるいのち教育の実践につ
いて指導助言をおこなう。 (30)

免P 必修 7月 1日6限 得丸 他 菊地 亜弥子

新潟県立小出養護
学校ふれあいの丘

新潟県立小出養護
学校ふれあいの丘

菊池氏は数年来、小学校教育現場におけるいのち教育を着実に実
践している。その実践の報告と学生への指導助言を行う最適の人

●24
いて指導助言をおこなう。 (30)

2
免P 必修 7月 1日6限 得丸 他 菊地　亜弥子

学校ふれあいの丘
分校高等部主幹教
諭

学校ふれあいの丘
分校校長

践している。その実践の報告と学生 の指導助言を行う最適の人
材であるため。 ●

25

初等家庭科指導法 教育現場におけるいのち教育の実践につ
いて指導助言をおこなう。 (30×2)

2×2
3年 必修 7月13日 得丸 他 水谷　徹平

長岡市立上組小学
校教諭

長岡市立上組小学
校校長

水谷氏は自身の白血病との闘病と教鞭とを両立させた経験を持
つ。その体験を通して、学生へ小学校教育現場におけるいのち教
育の指導助言できる最適の人材であるため。

●

26

初等家庭科指導法 教育現場におけるいのち教育の実践につ
いて指導助言をおこなう。 (30)

2
免P 必修 7月1日 得丸 他 水谷　徹平

長岡市立上組小学
校教諭

長岡市立上組小学
校校長

水谷氏は自身の白血病との闘病と教鞭とを両立させた経験を持
つ。その体験を通して、学生へ小学校教育現場におけるいのち教
育の指導助言できる最適の人材であるため。

●

27
中等技術科指導法
（課程論）

技術科のカリキュラム開発と実践 (30)
4

3 必修
11月中旬
～下旬

山﨑 関原　和人
上越市立直江津中
学校教諭

上越市立直江津中
学校校長 ●

28
中等技術科指導法
（課程論）

技術科カリキュラムの構成と実践（特に
技術とものづくり）

(30)
4

3 必修
11月初旬
～中旬

山﨑 松風　嘉男
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 ●

29

中等技術科指導法
（課程論）

技術科カリキュラムの構成と実践（特に
情報技術とコンピュータ） (30)

2
3 必修 11月中旬 山﨑 藤田　賢一郎

上越市教育委員会
学校教育課指導主
事

上越市教育委員会
教育長 ●

30
中等技術科指導法
（基礎論）

技術科教材研究の実践に関する基礎論 (30)
2 必修

5月11日5限
月 限

山﨑 古澤 良彰
元上越市立大和小
学校校長

なし
●30 （基礎論） 4

2 必修
6月 1日5限

山﨑 古澤　良彰 学校校長 ●

31
中等技術科指導法
（基礎論）

技術科授業の構成と実践（特に技術とも
のづくり）に関する基礎論

(30)
4

2 必修
5月18日5限
5月25日5限

山﨑 松風　嘉男
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 ●

32

中等技術科指導法
（基礎論）

技術科授業の構成と実践（特に情報技術
とコンピュータ）に関する基礎論 (30)

2
2 必修 6月 8日5限 山﨑 藤田　賢一郎

上越市教育委員会
学校教育課指導主
事

上越市教育委員会
教育長 ●

33
初等音楽科指導法 初等音楽科教育における学習指導法など

の理解を深める
(30)
8

3 必修
6月21,24,
28日,7月1日

時得 湯澤　卓
妙高市立妙高高原
南小学校教諭

妙高市立妙高高原
南小学校校長

昨年も実践的な指導法をわかり易く学部生に講義いただき，ご尽
力いただいた。 ●

34
初等音楽科指導法 初等音楽科教育における学習指導法など

の理解を深める
(30)
4

3 必修 7月8,12日 時得 内海　昭彦
新発田市立二葉小
学校教諭

新発田市二葉小学
校校長

本学修了生であり，長年に渡って本講義への指導に携わっていた
だいた実績と深い専門性を有する為。 ●

35

初等音楽科指導法 初等音楽における指導実践の方法
(30)
2

免P 必修 6月29日 峯岸 今成　満

出雲崎町立出雲崎
小学校教諭

出雲崎町立出雲崎
小学校校長

前任校の新潟大学教育学部附属長岡小学校では長年に渡り音楽専
科教諭として、子どもたちの思いを生かした歌唱や器楽などの表
現活動に取組み、その成果を発信してきた実力者である。

●

36
初等音楽科指導法 初等音楽における指導実践の方法 (30)

2
免P 必修 6～7月 峯岸 吉川　広美

上越市立明治小学
校教諭

上越市立明治小学
校校長 ●

中等音楽科指導法 中等音楽科指導法について主として実践 (30) 附属中学校教諭 上越教育大学附属
37

中等音楽科指導法
（授業論）

中等音楽科指導法について主として実践
力の向上をめざす

(30)
4

3 選択 後期 時得 遠藤　好子
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 ●

38
中等音楽科指導法
（学習課程論）

中等音楽と初等音楽とのつながりを考え
る

(30)
2

3 選択 6～7月 峯岸 江谷　和樹
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●



①　教職に関する科目（教育実習の事前及び事後指導に関するものは除く。）

年  間 対  象 必 修

授 業 学生の 選 択
　Ｈ21整理

授業科目名

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

授業の趣旨・概要
授業担当

主担当教員
  採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ 採用理由講師予定者氏名 職 名 所属長授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別
　実施科目番号

授業科目名 授業の趣旨・概要
授業担当
予定時期

主担当教員 講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理由
（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

39
中等音楽科指導法
（学習課程論）

中等音楽と初等音楽とのつながりを考え
る

(30)
2

3 選択 6月17日 峯岸 玉井　龍
元古城小学校校長 なし

●

40
中等音楽科指導法
（実践応用論）

中等音楽科指導法について主として実践
力の向上をめざす

(30)
2

4 必修 6月21日 時得 内田　素子
上越市立城北中学
校教諭

上越市立城北中学
校校長 ●

41
中等音楽科指導法
（実践応用論）

中等音楽科指導法について主として実践
力の向上をめざす

(30)
2

4 必修
5月10日
6月28日

時得 渡邉　達之
糸魚川市立糸魚川
東中学校教諭

糸魚川市立糸魚川
東中学校校長

本学修了生であり，地元の音楽教育でも授業実践力に定評がある
ため，ご指導を依頼した。 ●

42

総合演習
（学校と食の教育）

　人と食との関係を総合的に理解すると
共に、学校での食の教育に必要な知識や
指導の方法を学習する。また、食に関す
る指導の実践例の紹介を通じて食の教育
への理解をより深める。

（30）
6

2
選択
必修

後期
11～12月

立屋敷 鈴木　貴江子

前新潟県教育庁上
越教育事務所指導
主事

なし

●

43

総合演習
（学校と食の教育）

　人と食との関係を総合的に理解すると
共に、学校での食の教育に必要な知識や
指導の方法を学習する。また、食に関す
る指導の実践例の紹介を通じて食の教育
への理解をより深める

（30）
6

2
選択
必修

後期
11～12月

立屋敷 吉村　和代

上越市立大手町小
学校栄養教諭

上越市立大手町小
学校校長

●

への理解をより深める。

44

学習場面観察基礎 子どもの学びの場面に実際に臨みなが
ら，その成り立ちと過程を観察し，子ど
もの学びの論理をとらえるための基礎的
な実習を行なう。

(30)
2

2 選択 12～1月
松本(健)

他
泉　真理

附属幼稚園教諭 上越教育大学附属
幼稚園園長

●

45
学習場面臨床学 子どもの学びの成り立ち・過程と，そこ

における教師の関わりについて実践的に
理解する。

(30)
2

3 選択 6～7月 松本(健) 松岡　博志
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

46
学習場面臨床学 子どもの学びの成り立ち・過程と，そこ

における教師の関わりについて実践的に
(30)

3 選択 6～7月 松本(健) 青木 弘明
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●46 における教師の関わりについて実践的に
理解する。

(30)
2

3 選択 6～7月 松本(健) 青木　弘明 小学校校長 ●

47

特別支援教育基礎
(介護等体験の指導内
容を含む)

特別支援教育における指導及び社会福祉
施設の概要，介護等体験の主旨について
論述する。

(30)
2

1 選択 6月10日 笠原 小西　明

新潟県立新潟盲学
校校長

新潟県教育委員会
教育長

特別支援教育の一部である聴覚障害児教育の実際について実践し
ている立場からの具体的な論究が必要なため。 ●

48

特別支援教育基礎
(介護等体験の指導内
容を含む)

特別支援教育における指導及び社会福祉
施設の概要，介護等体験の主旨について
論述する。

(30)
2

1 選択 5月27日 笠原 前田　智子

新潟県立長岡聾学
校教諭

新潟県立長岡聾学
校校長

特別支援教育の一部である視覚障害児教育の実際について実践し
ている立場からの具体的な論究が必要なため。 ●

49

特別支援教育基礎
(介護等体験の指導内

特別支援教育における指導及び社会福祉
施設の概要 介護等体験の主旨について (30)

1 選択 7月15日 笠原 丸山 柾子

NPO法人スキップ
理事長

なし

●49 (介護等体験の指導内
容を含む)

施設の概要，介護等体験の主旨について
論述する。

(30)
2

1 選択 7月15日 笠原 丸山　柾子 理事長 ●

50

特別支援教育基礎
(介護等体験の指導内
容を含む)

特別支援教育における指導及び社会福祉
施設の概要，介護等体験の主旨について
論述する。

(30)
2

1 選択 7月22日 笠原 井澤　里美

NPO法人スキップ
ヘルパーステー
ション管理者

なし

●

51
初等体育科指導法 体育科教育における現場からの指導助言 （30）

12
3 必修

6/7.9.23,
7/5,8/2.4

加藤(泰) 高原　江里子
上越市立飯小学校
教諭

上越市立飯小学校
校長 ●

52
初等体育科指導法 体育科教育における現場からの指導助言 （30）

4
3 必修

7月14日
7月21日

加藤(泰) 鈴木　修治
上越市立東本町小
学校教諭

上越市立東本町小
学校校長 ●

4 7月21日 学校教諭 学校校長

53
図画工作科指導法 図画工作科の教科内容の理解や実際の指

導法などの習得を目指す。
(30×3)
3×2

3
免P

必修
7月1,6日
後期1回

阿部(靖)

五十嵐(史)
池田　隆

上越市立高志小学
校教頭

上越市立高志小学
校校長 ●

54

図画工作科指導法 図画工作科の教科内容の理解や実際の指
導法などの習得を目指す。 (30×3)

3×2
3
免P

必修
7月8,13日
後期1回

阿部(靖)

五十嵐(史)
池上　秀敏

長岡市立上組小学
校校長

長岡市教育委員会
教育長

上組小学校では県内における図画工作科教育の中心的実践校であ
り，さらに池上氏は県立近代美術館に勤務していた経験もあり，
適任である。

●

55

図画工作科指導法 図画工作科の教科内容の理解や実際の指
導法などの習得を目指す。 (30×3)

3×2
3
免P

必修
7月15,20日
後期1回

阿部(靖)

五十嵐(史)
鬼木　英幸

湯沢町立神立小学
校校長

湯沢町教育委員会
教育長 ●



②　教科に関する科目

年  間 対  象 必 修

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

採 用 理 由年  間 対  象 必 修

授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別

56
総合・生活A 生活科・総合的な学習の実際につい

て，基礎的知識を提供する。
(30)
4

1 必修
11月中旬
11月下旬

木村 小山　雅広
上越市立大和小学
校教諭

上越市立大和小学
校校長 ●

57
総合・生活A 生活科・総合的な学習の実際につい

て，基礎的知識を提供する。
(30)
2

免P 選択 11月下旬 木村 小山　雅広
上越市立大和小学
校教諭

上越市立大和小学
校校長 ●

　Ｈ21
　実施科目

整理
番号

授業科目名 授業の趣旨・概要
授業担当
予定時期

主担当教員
 採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理
由（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

2

58
総合・生活A 生活科・総合的な学習の実際につい

て，基礎的知識を提供する。
(30)
4

1 必修
10月下旬
11月上旬

木村 野田　晃
上越市立大手町小
学校教諭

上越市立大手町小
学校校長 ●

59
学習指導と学校図書館 学校図書館の活用およびその指導内

容・方法について、実践的な立場から
説述する。

（30）
2

3 選択 11月18日 有澤 上原　絵里
上越市立安塚小学
校教諭

上越市安塚小学校
校長 Ｈ20 ●

Ｈ21 休講

60
学習指導と学校図書館 学校図書館の活用およびその指導内

容・方法について、実践的な立場から （30）
2×2

3 選択
11月25日
12月 2日

有澤 田中　由希子
上越市立直江津東
中学校教諭

上越市立直江津東
中学校校長

当該科目の内容を国語科教育としての視点および
実践的な立場から説述することができる。 Ｈ20 ●

Ｈ21 休講
60 容 方法に いて、実践的な立場から

説述する。 2×2
3 選択

12月 2日
有澤 田中　由希子 中学校教諭 中学校校長 実践的な立場から説述することができる。

Ｈ21 休講

61
学習指導と学校図書館 学校図書館の活用およびその指導内

容・方法について、実践的な立場から
説述する。

（30）
2

3 選択 1月27日 渡部 稲葉　浩一
長岡市立太田小学
校教頭

長岡市立太田小学
校校長

当該科目の内容を理科教育としての視点および
実践的な立場から説述することができる。 Ｈ20 ●

Ｈ21 休講

62
学習指導と学校図書館 学校図書館の活用およびその指導内

容・方法について、実践的な立場から
説述する。

（30）
2

3 選択 2月3日 渡部 石野　繁男
上越市立春日小学
校教諭

上越市立春日小学
校校長 Ｈ20 ●

Ｈ21 休講

家庭の教育と育児 乳幼児の教育・保育について実践的な
理解を深める 家庭 子育 をめぐる

助産師 なし

63

理解を深める。家庭の子育てをめぐる
諸問題や子育て支援，保育所における
３歳未満児の保育について具体的事例
に基づいた論議と考察を行うととも
に，実際的な技能を習得する。

(30)
6

3 必修
(保育士)

後期 杉浦 高舘　陽子 ●

64

実践セミナーⅠⅡ「家
庭」,及び実践場面分
析演習ⅠⅡ「家庭」

中学校家庭科の教育現場における授業
について、紹介、指導、助言を行う。 (30)

2
学部3,4
院1,2

必修 6月 光永 阿部　洋子

附属中学校教諭 上越教育大学附属
中学校校長

●

65

実践セミナーⅠⅡ「家
庭」,及び実践場面分
析演習ⅠⅡ「家庭」

小学校家庭科の教育現場における授業
について、紹介、指導、助言を行う。 (30)

2
学部3,4
院1,2

必修 6月 光永 高峯　綾子

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長

●



③　教育実習の事前及び事後指導に関するもの

年  間 対  象 必 修

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

採 用 理 由年  間 対  象 必 修

授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別

66
保育実習Ⅰ 知的障害者施設の実態と具体的な指導

法の理解を図る。
(90)
2

2 必修
(保育士)

6月30日 笠原 笠原　弘隆
かなやの里更生園
生活支援課係長

かなやの里更生園
園長 ●

67
保育実習Ⅰ 保育所実態と具体的な指導法の理解を

図る。
(90)
2

2 必修
(保育士)

1月 杉浦 長井　美恵子
上越市立旭保育園
園長

上越市長
(保育課課長) ●

保育実習Ⅰ 保育所実態と具体的な指導法の理解を (90) 修 上越市立明治保育 上越市長

　Ｈ21
　実施科目

整理
番号

授業科目名 授業の趣旨・概要
授業担当
予定時期

主担当教員
 採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理由
（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

68
保育実習Ⅰ 保育所実態と具体的な指導法の理解を

図る。
(90)
2

2 必修
(保育士)

1月 杉浦 梅澤　富美子
上越市立明治保育
園園長

上越市長
(保育課課長) ●

69
保育実習Ⅱ 母子生活支援施設の実態と具体的な指

導法の理解を図る。
(60)
2

2 必修
(保育士)

6月23日
4限

杉浦 丸山　みゆき
上越養護所若竹寮
指導係長

上越養護所若竹寮
所長 ●

70

介護等体験（社会福祉
施設）事前指導（学
部・免P）

教員免許状を取得するには，介護体験
を行わなければならない。１年次に特
別支援学校２日間及び２年次に社会福
祉施設５日間の計７日間の介護等体験
を実施する

(30)
2

2
免P

選択 6月16日 釜田 山崎　隆昌

社会福祉法人上越
老人福祉協会常務
理事

なし

●

を実施する。

71
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，教育実習全体の心
構えや学習指導案の作成指導等

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 松岡　博志
附属小学校主幹教
諭

上越教育大学附属
小学校校長 ●

72
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，教育実習全体の心
構えや学習指導案の作成指導等

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 青木　弘明
附属小学校指導教
諭

上越教育大学附属
小学校校長 ●

73
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，理科の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 浅野　一清
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

教育実地研究 教育実習に向け 体育 授業構想と 附属小学校教諭 上越教育大学附属
74

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，体育の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 古川　勝哉
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

75
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，道徳の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 有坂　一郎
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

76

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，総合的な学習の時
間の授業構想とそれに基づく学習指導
案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 藤城　真二

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●

教育実地研究Ⅱ 教育実習に向けて，図工の授業構想と (30) 2 3 7月 附属小学校教諭 上越教育大学附属
77

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，図工の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 佐々木　潤
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

78
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，算数の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 磯野　正人
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

79
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，音楽の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 江谷　和樹
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

80

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，外国語・国語の授
業構想とそれに基づく学習指導案の作 (30)

2
2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 関谷　俊彦

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●80 （授業 礎研究） 業構想 れ く学習指導案 作

成指導 2 免P
必修

9月
釜田 関谷　俊彦 小学校校長 ●

81
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，社会科の授業構想
とそれに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 橋本　忍
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

82
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，生活科の授業構想
とそれに基づく学習指導案の作成指導

(30)
3×2

2,3
免P

必修 7月28日 釜田 米岡　洋
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

83
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，家庭科の授業構想
とそれに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 高峯　綾子
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

84
教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，国語の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 高橋　栄介
附属小学校教諭 上越教育大学附属

小学校校長 ●

85

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，外国語活動の授業
構想とそれに基づく学習指導案の作成
指導

(30)
2

2,3
免P

必修
7月
9月

釜田 北原　さやか

附属小学校教諭 上越教育大学附属
小学校校長 ●



③　教育実習の事前及び事後指導に関するもの

年  間 対  象 必 修

平 成 22 年 度 教 員 養 成 実 地 指 導  講 師 採 用 計 画

採 用 理 由年  間 対  象 必 修

授  業 学生の 選 択

時間数 年　次 の 別

　Ｈ21
　実施科目

整理
番号

授業科目名 授業の趣旨・概要
授業担当
予定時期

主担当教員
 採　　　用　　　理　　　由

講師予定者の現住所又は勤務地が上越市外の場合のみ、採用理由
（特に授業科目との関係等）を詳しく記入してください。

講師予定者氏名 職　　名 所属長

86

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，学習指導上不可欠
な基礎的技能を15グループに分けてグ
ループ単位で実践的に習得させる。板
書指導とその構造化の指導を担当す
る。

(30)
30

2,3
免P

必修
前期：5/18

6/1.15
後期：未定

釜田 吉越  正子

前上越市立上雲寺
小学校校長

なし 平成14年3月小学校校長を退職。長年家庭科の実地指導講師とし
て本学に貢献。家庭科の授業実践では定評がある。長年の教育実
践を踏まえた指導が期待される。 ●

教育実 究 教育実習 学習指導 前板倉 立筒方 な

87

教育実地研究Ⅱ
（授業基礎研究）

教育実習に向けて，学習指導上不可欠
な基礎的技能を15グループに分けてグ
ループ単位で実践的に習得させる。板
書指導とその構造化の指導を担当す
る。

(30)
30

2,3
免P

必修
前期：5/11
25.6/8.22
後期：未定

釜田 高橋  恵子

前板倉町立筒方小
学校校長

なし

●

88
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，教育実習全体の心
構えや学習指導案の作成指導等

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 濁川　朋也
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

89
教育実地研究Ⅳ

育
教育実習に向けて，音楽の授業構想と

学 導案 導
(120)

4 免P 選択 ５月 釜田 遠藤 好子
附属中学校教諭 上越教育大学附属

学 新規89
教育 研
（中等教育実習）

教育 習 向 ，音楽 業構
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 遠藤　好子
附属中学校教諭 教育 学附属

中学校校長 新規

90
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，教育実習全体の心
構えや学習指導案の作成指導等

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 尾崎　誠
附属中学校主幹教
諭

上越教育大学附属
中学校校長 新規

91
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，国語の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 池村　和重
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

92
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，理科の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 保坂　修
附属中学校指導教
諭

上越教育大学附属
中学校校長 新規

93
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，家庭科の授業構想
とそれに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 阿部　洋子
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

94
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，国語の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 清水陽一郎
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

95
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，技術の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 松風　嘉男
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

96
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，社会の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
4 免P 選択 ５月 釜田 栁澤 一輝

附属中学校教諭 上越教育大学附属
中学校校長 新規96 （中等教育実習） それに基づく学習指導案の作成指導

( )
2

4,免P 選択 ５月 釜田 栁澤　一輝 中学校校長 新規

97
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，英語の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 寺田　寛
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

98
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，美術の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 渡邉　孝弘
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

99

教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，英語・道徳の授業
構想とそれに基づく学習指導案の作成
指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 水谷　桂介

附属中学校教諭 上越教育大学附属
中学校校長 新規

指導 2

100
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，数学の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 小池　克行
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

101
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，社会の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 伊藤　貴史
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規

102
教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

教育実習に向けて，社会の授業構想と
それに基づく学習指導案の作成指導

(120)
2

4,免P 選択 ５月 釜田 中村　浩
附属中学校教諭 上越教育大学附属

中学校校長 新規



（２２．４．１現在）

平成22年度 教育職員免許課程認定等の専任教員及び開設単位数等一覧

注）専任教員は，平成２１年度教育職員免許課程認定申請及び変更届に基づき作成した。

１ 幼稚園・小学校教諭一種普通免許状の専任教員
○第６６条の６に定める科目

開設 専 任 教 員
免許法施行規則に定める科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

日本国憲法 ２ 専任教員の必要なし
各区分において，１科目２単位を開

体育 ２ 設（卒業要件上の開設で可）

外国語コミュニケーション ２

情報機器の操作 ２

○教科に関する科目

開設 専 任 教 員
免許法施行規則に定める科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

国語（書写を含む。） （幼・小） ２ １ １ 【幼稚園の専任】
６教科に関する科目（これらの科目

社会 （小） ２ １ に含まれる内容を合わせた内容に係る
科目その他これら科目に準ずる内容の

算数 （幼・小） ２ 科目を含む。）のうち３教科以上にわ
たり，これらの教科それぞれにおいて

理科 （小） ２ １人以上計３人以上
【小学校の専任】

生活 （幼・小） ２ ９教科に関する科目のうち５教科以
上にわたり，これらの教科それぞれに

音楽 （幼・小） ２ １ １ おいて１人以上計５人以上
【その他】

図画工作 （幼・小） ２ １ １人以上が教授
入学定員が50人を超える場合は，50

体育 （幼・小） ２ １ 人を超えるごとに教科に関する科目及
び教職に関する科目の専任教員をそれ

家庭 （小） ２ １ ぞれ１名ずつ以上増員。本学において
は，幼３人，小３人の増員。

○教科又は教職に関する科目
注）専任教員は必要ない

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－１－③－１】



○教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分等 開設 専 任 教 員
単位数 備 考

科 目 各科目に含める必要事項 教 授 准 教 授 講 師 助 教

教職の意義 教職の意義及び教員の役割 ２ １ 【幼稚園の専任】
等に関する 教員の職務内容（研修，服務及 〔「教職の意義等に関する科目」，「教
科目 び身分保障等を含む。） 育の基礎理論に関する科目」〕

進路選択に資する各種の機会の 〔「教育課程及び指導法に関する科
提供等 目」，「生徒指導，教育相談及び進路

指導等に関する科目」〕の各分野につ
教育の基礎 教育の理念並びに教育に関する ６ １ ２ いて，それぞれ１人以上，計３人以上
理論に関す 歴史及び思想 （８）
る科目 【小学校の専任】

幼児，児童及び生徒の心身の発 ６ ３ ５ 〔「教職の意義等に関する科目」，「教
達及び学習の過程（障害のある 育の基礎理論に関する科目」〕
幼児，児童及び生徒の心身の発 〔「教育課程及び指導法に関する科
達及び学習の過程を含む。） 目（各教科の指導法を除く。），「生徒

指導，教育相談及び進路指導等に関す
る科目」〕

〔「教育課程及び指導法に関する科
教育に関する社会的，制度的又 １ １ 目（各教科の指導法を限る。）」〕の各
は経営的事項 分野について，それぞれ１人以上，計

３人以上
教育課程及 教育課程の意義及び編成の方法 １
び指導法に 【その他】
関する科目 （幼） １ １人以上が教授

入学定員が50人を超える場合は，50
各教科の （国語科） ２ １ 人を超えるごとに教科に関する科目及
指導法 び教職に関する科目の専任教員をそれ

（社会科） ２ １ ぞれ１名ずつ以上増員。本学において
は，幼３人，小３人の増員。

（算数科） ２ １

（理科） ２ １

（生活科） ２

（音楽科） ２ １

（図画工作科） ２

（体育科） ２ １

（家庭科） ２ １

道徳の指導法 ２ １

特別活動の指導法 ２ １

教育の方法及び技術（情報機器 ２ ５ ５ １
及び教材の活用を含む。）
（幼）

保育内容の指導法 （幼） １０ ２ １

生徒指導， 生徒指導の理論及び方法 １ １
教育相談及
び進路指導 教育相談（カウンセリングに関 ２ １ ３
等に関する する基礎的な知識を含む。）の
科目 理論及び方法

進路指導の理論及び方法 １ １

幼児理解の理論及び方法（幼） ２

教育実習 ５ １

教職実践演 ２ １
習



２ 中学校・高等学校教諭一種普通免許状の専任教員
○教科に関する科目

認定を受け 開設 専 任 教 員
る免許状の 免許法施行規則に定める 単位数 備 考
種類 科目区分 教 授 准 教 授 講 師 助 教

中一種免 国語学（音声言語及び文章表現 ２ １ １ 【専任】
（国語） に関するものを含む。） ３人以上（１人は教授）
高一種免 【授業科目・単位数】
（国語） 国文学（国文学史を含む。） ２ １ それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設

漢文学 ２

書道（書写を中心とする。） ２ １
（中）

中一種免 日本史及び外国史 ４ ２ １ 【専任】
（社会） ４人以上（１人は教授）

【その他】
地理学（地誌を含む。） ２ １ １ 社会と地理歴史，社会と公民の場合

は，それぞれの専任教員として取り扱
「法律学，政治学」 ４ １ う

【授業科目・単位数】
「社会学，経済学」 ４ １ それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
「哲学，倫理学，宗教学」 ６ １

高一種免 日本史 ２ １ １ 【専任】
（地理歴史） ３人以上（１人は教授）

外国史 ２ １ 【その他】
社会と地理歴史，社会と公民の場合

人文地理学及び自然地理学 ２ １ は，それぞれの専任教員として取り扱
う

地誌 ２ １ 【授業科目・単位数】
それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設

高一種免 「法律学（国際法を含む。）， ４ １ 【専任】
（公民） 政治学（国際政治を含む。）」 ３人以上（１人は教授）

【その他】
「社会学，経済学（国際経済を ４ １ 社会と地理歴史，社会と公民の場合
含む。）」 は，それぞれの専任教員として取り扱

う
「哲学，倫理学，宗教学，心理 ８ １ 【授業科目・単位数】
学」 それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設

中一種免 代数学 ２ 【専任】
（数学） ３人以上（１人は教授）
高一種免 幾何学 ２ 【授業科目・単位数】
（数学） それぞれ１単位以上計２０単位分の

解析学 ２ ２ 授業科目を開設

「確率論，統計学」 ４

コンピュータ ２ １

中一種免 物理学 ２ ２ 【専任】
（理科） ４人以上（１人は教授）
高一種免 【授業科目・単位数】
（理科） 物理学実験（コンピュータ活用 ２ それぞれ１単位以上計２０単位分の

を含む。） 授業科目を開設

化学 ２ １ １

化学実験（コンピュータ活用を ２
含む。）

生物学 ２ １ １ １

生物学実験（コンピュータ活用 ２
を含む。）

地学 ２ １ ２

地学実験（コンピュータ活用を ２
含む。）



認定を受け 開設 専 任 教 員
る免許状の 免許法施行規則に定める 単位数 備 考
種類 科目区分 教 授 准 教 授 講 師 助 教

中一種免 ソルフェージュ ２ 【専任】
（音楽） ３人以上（１人は教授）
高一種免 声楽（合唱及び日本の伝統的な ２ 【授業科目・単位数】
（音楽） 歌唱を含む。） それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
器楽（合奏及び伴奏並びに和楽 ２ １
器を含む。）

指揮法 ２ １

音楽理論，作曲法（編曲法を含 ６ １ １
む。）及び音楽史（日本の伝統
音楽及び諸民族の音楽を含む。

中一種免 絵画 ２ １ 【専任】
（美術） （映像メディア表現を含む。） ３人以上（１人は教授）
高一種免 【その他】
（美術） 彫刻 ２ １ 美術と工芸の場合は，それぞれの専

任教員として取り扱う
デザイン ２ １ 【授業科目・単位数】
（映像メディア表現を含む。） それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
工芸 （中） ２ ２

美術理論及び美術史（鑑賞並び ２
に日本の伝統美術及びアジアの
美術を含む。）

高一種免 図法及び製図 ２ 【専任】
（工芸） ３人以上（１人は教授）

デザイン ２ １ 【その他】
美術と工芸の場合は，それぞれの専

工芸製作 ２ ２ 任教員として取り扱う
（プロダクト制作を含む。） 【授業科目・単位数】

それぞれ１単位以上計２０単位分の
工芸理論，デザイン理論及び美 ２ 授業科目を開設
術史（鑑賞並びに日本の伝統工
芸及びアジアの工芸を含む。）

中一種免 体育実技 ２ １ ４ 【専任】
（保健体育） ３人以上（１人は教授）
高一種免 【その他】

（保健体育） 保健体育と保健の場合は，それぞれ
「体育原理，体育心理学，体育 ８ １ の専任教員として取り扱う
経営管理学，体育社会学」及び 【授業科目・単位数】
運動学（運動方法学を含む。） それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
生理学（運動生理学を含む。） ２ １

衛生学及び公衆衛生学 ２ １

学校保健（小児保健，精神保健， ６ ２ １
学校安全及び救急処置を含む。）

中一種免 生理学及び栄養学 （中） ２ １ 【専任】
（保健） ３人以上（１人は教授）
高一種免 「生理学，栄養学，微生物学， ８ 【その他】
（保健） 解剖学」 （高） 保健体育と保健の場合は，それぞれ

の専任教員として取り扱う
衛生学及び公衆衛生学 ２ １ 【授業科目・単位数】

それぞれ１単位以上計２０単位分の
学校保健（小児保健，精神保健， ６ ２ １ 授業科目を開設
学校安全及び救急処置を含む。）

中一種免 木材加工（製図及び実習を含 ４ １ 【専任】
（技術） む。） ４人以上（１人は教授）

【授業科目・単位数】
金属加工（製図及び実習を含 ２ それぞれ１単位以上計２０単位分の
む。） 授業科目を開設

機械（実習を含む。） ２ １

電気（実習を含む。） ２ １

栽培（実習を含む。） ２

情報とコンピュータ ４ １
（実習を含む。）



認定を受け 開設 専 任 教 員
る免許状の 免許法施行規則に定める 単位数 備 考
種類 科目区分 教 授 准 教 授 講 師 助 教

中一種免 家庭経営学（家族関係学及び家 ２ １ 【専任】
（家庭） 庭経済学を含む。） ４人以上（１人は教授）
高一種免 【授業科目・単位数】
（家庭） 被服学（被服製作実習を含む。） ２ １ それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
食物学（栄養学，食品学及び調 ２ ２
理実習を含む。）

住居学 ２

保育学（実習及び家庭看護を含 ２ １
む。）

家庭電気・機械及び情報処理 ２
（高）

中一種免 英語学 ２ １ １ 【専任】
（英語） ３人以上（１人は教授）
高一種免 英米文学 ２ １ 【授業科目・単位数】
（英語） それぞれ１単位以上計２０単位分の

英語コミュニケーション ２ 授業科目を開設

異文化理解 ２ １

高一種免 情報社会及び情報倫理 ２ １ 【専任】
（情報） ４人以上（１人は教授）

コンピュータ及び情報処理 ２ １ 【授業科目・単位数】
（実習を含む。） それぞれ１単位以上計２０単位分の

授業科目を開設
情報システム（実習を含む。） ２

情報通信ネットワーク ２ １
（実習を含む。）

マルチメディア表現及び技術 ２ １
（実習を含む。）

情報と職業 ２

○教科又は教職に関する科目
注）専任教員は必要ない



○教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分等 開設 専 任 教 員
単位数 備 考

科 目 各科目に含める必要事項 教 授 准 教 授 講 師 助 教

教職の意義 教職の意義及び教員の役割 ２ １ 【中学校，高等学校の共通専任】
等に関する 教員の職務内容（研修，服務及 「教職の意義等に関する科目」又は
科目 び身分保障等を含む。） 「教育の基礎理論に関する科目（幼児，

進路選択に資する各種の機会の 児童及び生徒の心身の発達及び学習の
提供等 過程（障害のある幼児，児童及び生徒

の心身の発達及び学習の過程を含む。）
教育の基礎 教育の理念並びに教育に関する ６ １ ２ を除く。）」について１人以上，
理論に関す 歴史及び思想 （８） また，「教育の基礎理論に関する科
る科目 目（幼児，児童及び生徒の心身の発達

幼児，児童及び生徒の心身の発 ６ ３ ５ 及び学習の過程（障害のある幼児，児
達及び学習の過程（障害のある 童及び生徒の心身の発達及び学習の過
幼児，児童及び生徒の心身の発 程を含む。）に限る。）」又は「教育課
達及び学習の過程を含む。） 程及び指導法に関する科目」について

１人以上，計，本学においては２人以
上。
【その他】

教育に関する社会的，制度的又 １ １ １人は教授
は経営的事項

教育課程及 教育課程の意義及び編成の方法 １
び指導法に
関する科目 各教科の指導法 （国語） ８ ３

（社会，地理 ８ ２
歴史，公民）

（数学） ８ ３

（理科） ８ １

（音楽） ８ １

（美術） ８ １ １

（工芸） ８

（保健体育） ８ １

（保健） ８

（技術）（中） ８ １

（家庭） ８

（情報） ８

（英語） ８ １ １

道徳の指導法 （中） ２ １

特別活動の指導法 ２ １

教育の方法及び技術（情報機器 ２ ５ ５ １
及び教材の活用を含む。）

生徒指導， 生徒指導の理論及び方法 １ １
教育相談及
び進路指導 教育相談（カウンセリングに関 ２ １ ３
等に関する する基礎的な知識を含む。）の
科目 理論及び方法

進路指導の理論及び方法 １ １

教育実習 ５ １

教職実践演 ２ １
習

（幼・小・中・高教諭普通免許状申請上の担当外教員）
・学長団 ：若井彌一，戸北凱惟
・学校臨床研究コース ：田島弘司准教授，越 良子准教授，辻村貴洋講師
・臨床心理学コース ：内田一成教授，加藤哲文教授



３ 幼・小・中・高学校教諭専修免許状の専任教員

認定を受ける 免許法施行規則に定め 開設 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 る科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

学校教育専 幼専免 教職に関する科目 ２４ 13 15 ７ 【専任】
攻 小専免 幼稚園教諭の教職課
学校臨床研 中専免 程の場合，５人以上
究コース （国語）（社会） 小学校教諭の教職課
臨床心理学 （数学）（理科） 程の場合，５人以上
コース （音楽）（美術） 中学校教諭の教職課
幼児教育コ （保健体育）（保健） 程の場合，２人以上
ース （技術）（家庭） 高等学校教諭の教職

（職業）（職業指導） 課程の場合，２人以上
（英語）（ドイツ語） 【その他】
（フランス語）（宗教） １人は教授
高専免
（国語）（地理歴史） 【授業科目・単位数】
（公民）（数学） ２４単位分の授業科
（理科）（音楽） 目を開設
（美術）（工芸）
（書道）（保健体育）
（保健）（看護） 教職に関する科目 ２ ２
（家庭）（情報） ※ただし，小専免，中
（福祉）（農業） 専免，高専免のみ該
（工業）（商業） 当のもの
（水産）（商船）
（職業指導）（英語） 教職に関する科目 ２４ ２ １ １ 【授業科目・単位数】
（ドイツ語）（フランス語） ※ただし，幼専免，小 ２４単位分の授業科
（宗教） 専免のみ該当のもの 目を開設

教職に関する科目
※ただし，幼専免のみ

該当のもの

教科・領域 幼専免 国語の教科に関する科 ２４ ３ ２ 【専任】
教育専攻 小専免 目 幼稚園は，３人以上
言語系コー 中専免（国語） 小学校は，４人以上
ス 高専免（国語） 中学校及び高等学校
（国語） 国語の教科に関する科 １ は，一種免の場合と同

目 じ教科に関する科目に
※ただし，小専免，中 必要な専任教員数

専免のみ該当のもの 【その他】
１人は教授

教職に関する科目 ※ 各教科において同
じ。

教職に関する科目 １ ２
※ただし，小専免，中 【授業科目・単位数】

専免，高専免のみ該 ２４単位分の授業科
当のもの 目を開設

教科・領域 中専免（英語） 英語の教科に関する科 ２４ ３ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 高専免（英語） 目 ２４単位分の授業科
言語系コー 目を開設
ス
（英語） 教職に関する科目 １ １

教科・領域 小専免 社会，地理歴史の教科 ２４ ４ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 中専免（社会） に関する科目 ２４単位分の授業科
社会系コー 高専免（地理歴史） 目を開設（一部教科兼
ス ねる）

教職に関する科目 １ ２

小専免 社会，公民の教科に関 ２４ １ １ １
中専免（社会） する科目
高専免（公民）

教職に関する科目 １ ２



認定を受ける 免許法施行規則に定め 開設 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 る科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

教科・領域 幼専免 数学の教科に関する科 ２４ ３ 【授業科目・単位数】
教育専攻 小専免 目 ２４単位分の授業科
自然系コー 中専免（数学） 目を開設
ス 高専免（数学）
（数学） 教職に関する科目

教職に関する科目 ３
※ただし，小専免，中

専免，高専免のみ該
当のもの

教科・領域 小専免 理科の教科に関する科 ２４ ３ ５ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 中専免（理科） 目 ２４単位分の授業科
自然系コー 高専免（理科） 目を開設
ス
（理科）

教職に関する科目 １ １

教科・領域 幼専免 音楽の教科に関する科 ２４ ２ ２ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 小専免 目 ２４単位分の授業科
芸術系コー 中専免（音楽） 目を開設
ス 高専免（音楽）
（音楽）

教職に関する科目 １ １

教科・領域 幼専免 美術の教科に関する科 ２４ ２ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 小専免 目 ２４単位分の授業科
芸術系コー 中専免（美術） 目を開設
ス 高専免（美術） 教職に関する科目
（美術）

教職に関する科目 １ １
※ただし，小専免，中

専免，高専免のみ該
当のもの

幼専免 工芸の教科に関する科 ２４ ２ １ 【授業科目・単位数】
小専免 目 ２４単位分の授業科
中専免（美術） 目を開設
高専免（工芸） 教職に関する科目

教職に関する科目
※ただし，小専免，中

専免，高専免のみ該
当のもの

教科・領域 幼専免 保健体育の教科に関す ２４ ４ ４ 【授業科目・単位数】
教育専攻 小専免 る科目 ２４単位分の授業科
生活・健康 中専免（保健体育） 目を開設
系コース 高専免（保健体育）

（保健体育）
教職に関する科目

教職に関する科目 １
※ただし，小専免，中

専免，高専免のみ該
当のもの

教科・領域 中専免（技術） 技術，工業の教科に関 ２４ ２ ２ 【授業科目・単位数】
教育専攻 高専免（工業） する科目 ２４単位分の授業科
生活・健康 目を開設
系 コ ー ス 技術の教科に関する科
（技術） 目

教職に関する科目 １
※ただし，中専免のみ

該当のもの

教科・領域 小専免 家庭の教科に関する科 ２４ ３ １ １ 【授業科目・単位数】
教育専攻 中専免（家庭） 目 ２４単位分の授業科
生活・健康 高専免（家庭） 目を開設
系 コ ー ス
（家庭） 教職に関する科目 １



認定を受ける 免許法施行規則に定め 開設 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 る科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

教科・領域 中専免（保健） 保健の教科に関する科 ２４ ３ １ 【その他】
教育専攻 高専免（保健） 目 保健体育，保健と養
生活・健康 護教諭の場合は，それ
系 コ ー ス ぞれの専任教員として
（学校ヘル 教職に関する科目 取り扱う
スケア） 【授業科目・単位数】

２４単位分の授業科
目を開設

教育実践高 幼専免 教職に関する科目 ２４ ５ 11 【専任】
度化専攻 小専免 幼稚園教諭の教職課
教育実践リ 中専免 程の場合，３人以上
ーダーコー （国語）（社会） 小学校教諭の教職課
ス （数学）（理科） 程の場合，３人以上
学校運営リ （音楽）（美術） 中学校教諭の教職課
ーダーコー （保健体育）（保健） 程の場合，２人以上
ス （技術）（家庭） 高等学校教諭の教職

（職業）（職業指導） 課程の場合，２人以上
（英語）（ドイツ語） 教職に関する科目 【その他】
（フランス語）（宗教） ※ただし，小専免，中 １人は教授
高専免 専免，高専免のみ該
（国語）（地理歴史） 当のもの 【授業科目・単位数】
（公民）（数学） ２４単位分の授業科
（理科）（音楽） 目を開設
（美術）（工芸）
（書道）（保健体育）
（保健）（看護）
（家庭）（情報）
（福祉）（農業）
（工業）（商業）
（水産）（商船）
（職業指導）（英語）
（ドイツ語）（フランス語）
（宗教）

４ 養護教諭専修免許状の専任教員
○養護に関する科目

認定を受ける 免許法施行規則に定め 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 る科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

教科・領域 養教専免 養護に関する科目 ２４ ２ １ 【専任】
教育専攻 ３人以上（１人は教
生活・健康 授，養護及び教職全体
系コース 教職に関する科目 １ わたり）
（学校ヘル 【その他】
スケア） 保健体育，保健と養

護教諭の場合は，それ
ぞれの専任教員として
取り扱う
【授業科目・単位数】

２４単位分の授業科
目を開設

５ 栄養教諭専修免許状の専任教員
○栄養に係る教育に関する科目

認定を受ける 免許法施行規則に定め 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 る科目区分等 単位数 備 考

教 授 准 教 授 講 師 助 教

教科・領域 栄教専免 栄養に係る教育に関す ２４ 【専任】
教育専攻 る科目 ３人以上（１人は教
生活・健康 授，栄養又は教職全体
系 コ ー ス 教職に関する科目 １ わたり）
（学校ヘル 【授業科目・単位数】
スケア） 大学が加える栄養に係 ２ ２４単位分の授業科

る教育に関する科目に 目を開設
準ずる科目



６ 特別支援学校教諭一種・専修免許状の専任教員

認定を受 免許法施行規則に定 開設 専 任 教 員
専 攻 等 ける免許 める科目区分等 単位数 備 考

状の種類 教 授 准 教 授 講 師 助 教

学校教育専 特別支援 特別支援教育の基礎 ２ １ 【専任】 【その他】
攻 一種免 理論に関する科目 １人以上 １人以上
（特殊支援 （視覚障害者） が教授
学校一種コ （聴覚障害者） 特別支援 心身に障 １６ １ 視覚 【専任】 【授業科目
ース） （知的障害者） 教育領域 害のある １人以上 ・単位数】

（肢体不自由者） に関する 幼児，児 ２４単位
（病弱者） 科目 童又は生 １ 聴覚 【専任】 分の授業科

徒の心理 １人以上 目を開設
，生理及
び病理に １ 知的 【専任】
関する科 肢体不自由 １人以上
目 病弱

心身に障 １ 視覚 【専任】
害のある １人以上
幼児，児
童又は生 １ 聴覚 【専任】
徒の教育 １人以上
課程及び
指導法に １ ３ 知的 【専任】
関する科 肢体不自由 １人以上
目 病弱

免許状に ・心身に障害のあ ５
定められ る幼児，児童又は
ることと 生徒の心理，生理
なる特別 及び病理に関する
支援教育 科目
領域以外 ・心身に障害のあ
の領域に る幼児，児童又は
関する科 生徒の教育課程及
目 び指導法に関する

科目

心身に障害のある幼 ３ （事前事後指導）
児，児童又は生徒に
ついての教育実習

学校教育専 特別支援 特別支援教育に関す ２４ ４ ３ ３ 【専任】 【授業科目
攻 専免 る科目 特別支援教育領域ごと ・単位数】
（特殊支援 （視覚障害者） ３人以上（知的・肢体不 ２４単位
学校専修コ （聴覚障害者） 自由・病弱は全体として 分の授業科
ース） （知的障害者） ３人以上）計９人以上 目を開設

（肢体不自由者）
（病弱者）

（各学校・盲聾養護学校・養護・栄養教諭一種・専修免許状申請上の担当外教員）
・学長団 ：若井彌一，戸北凱惟
・学校教育実践研究センター：高野浩志講師



７ 臨床心理士大学院指定制（第１種）の専任教員

指定を受 専 任 教 員
専 攻 等 ける資格 備 考

の種類 教 授 准 教 授 講 師 助 教

学校教育専 第１種 ３ ３ １ 【専任】
攻 （非常勤２名） 「臨床心理士」の資格を有する者５
臨床心理学 人以上で，教授，准教授，専任講師は
コース ４人以上。そのうち１人以上は教授（研

究指導担当）
【その他】

非常勤教員２人以上

８ 指定保育士養成施設の専任教員

指定を受 専 任 教 員
名 称 ける資格 備 考

の種類 教 授 准 教 授 講 師 助 教

学校教育学 保育士 入学定員２０人 注）平成１５年度認可で８０人の専任を置いた。 【専任】
部 ↓ 入学定員５０人につき６人以上
初等教育教 平成１９年度より必修・選択科目担当教員を専任とす ５系列についてそれぞれ最低１人以
員養成課程 る。（詳細略） 上

【その他】
本学の専任教員と兼ねられ，特段に

専任を置く必要はない。

９ 学芸員，社会教育主事の専任教員
専任教員の規定は別ない。（大学が当該開設授業科目に責任持つ）

10 学校図書館司書教諭の専任教員
専任教員の規定は別ない。ただし，司書教諭講習科目に相当する授業科目を開設する場合は，文部科学省と相談が必要



単位数 備考

社会福祉  　Ｌ２  　Ｌ２ 社会福祉Ⅰ　　　　　　　 Ｌ２ 〔小池〕

社会福祉援助技術
 　Ｓ２  　Ｓ２

社会福祉Ⅱ　　　　　　　
Ｓ２

〔小池〕

児童福祉
 　Ｌ２  　Ｌ２

子どもの福祉
Ｌ２ 〔小田

桐〕

保育原理  　Ｌ４  　Ｌ４ 教育と保育の原理 Ｌ２ 杉浦

子どもの教育・保育概論　 Ｌ２ 杉浦

養護原理  　Ｌ２  　Ｌ２ 養護原理　　　　　　　　 Ｌ２ 角田，笠
原

教育原理  　Ｌ２  　Ｌ２ 教育本質論 Ｌ２ 生澤

発達心理学
 　Ｌ２  　Ｌ２

発達心理学
Ｌ２

森口

教育心理学
 　Ｌ２  　Ｌ２

教育心理学概論
Ｌ２

内藤

小児保健 ＬＰ５ ＬＰ５ 保育学 Ｌ２ 吉澤

保育学実習 Ｐ１ 吉澤

小児保健 Ｌ２ 角田

小児栄養
 　Ｓ２  　Ｓ２

食生活論
Ｓ２

立屋敷

精神保健  　Ｌ２  　Ｌ２ 精神保健 Ｌ２ 増井晃

家族援助論  　Ｌ２  　Ｌ２ 家族関係Ⅰ Ｌ１ 細江

家族関係Ⅱ Ｌ１ 細江

保育内容  　Ｓ６  　Ｓ６ 保育内容総論 Ｓ２ 丸山

保育・表現の指導法 Ｓ２ 香曽我部，阿
部靖

保育・言葉の指導法 Ｓ２ 鈴木

保育・健康の指導法 Ｓ２ 下村義,榊原,
大橋,周東

保育・人間関係の指導法 Ｓ２ 丸山

保育・環境の指導法 Ｓ２ 丸山

乳児保育  　Ｓ２  　Ｓ２ 家庭の教育と育児 Ｓ２ 杉浦

障害児保育  　Ｓ１  　Ｓ１
障害児保育　　　　　　　

Ｓ２ 藤井,土谷,
齋藤,我妻,
大庭,村中

養護内容  　Ｓ１  　Ｓ１ 養護内容　　　　　　　　 Ｓ２ 〔小柳〕

基礎技能  　Ｓ４  　Ｓ４ 初等音楽科指導法 Ｓ２ 時得,長谷川

図画工作
Ｓ２ 洞谷,西村

髙石,松尾
安部,伊藤

初等体育科指導法

Ｓ２ 下村義,加藤
泰,周東,清水
富,榊原,清水
雅

保育実習 保育実習  　Ｐ５  　Ｐ５ 保育実習Ⅰ Ｐ３ 保育実習専門
部会

保育実習Ⅱ Ｐ２ 保育実習専門
部会

総合演習 総合演習 Ｓ２ Ｓ２ 教職実践演習（幼・小・中・高） Ｓ２ 教職実践演習
実施専門部会

５０ ５０ ６０

基礎技能 Ｓ６

　音楽・造形・体
育

保育の内容・方法の
理解に関する科目

Ｓ１２

ＬＰ５

必修科
目

（別表
第一）

保育の本質・目的の
理解に関する科目

履修単位数・授業方法等 H22授業担当
教員　※

保育の対象の理解に
関する科目

平成22年度指定保育士教科目名称読替え表及び担当教員

平成22年

指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法
（告示第１９８号）

上越教育大学　保育士資格取得のための履修表

系　　列 教科目 設置単位数 履修単位数 本学における開設授業科目

平成22年４月1日現在

1

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－１－③－２】



保育の本質・目的の
理解に関する科目

子どもの生活と環境 Ｌ２
丸山

発達支援の心理学 Ｌ２ 鈴木

心理学実験 Ｐ２ 森口,中山,
内藤,越,奥村

心理学演習 Ｓ２ 中山

衛生学・公衆衛生学 Ｌ２ 上野光

食科学ＡⅠ Ｌ２ 光永

保育の内容・方法の
理解に関する科目

子どもの保育・表現概論 Ｌ２
香曽我部

基礎技能 総合・生活Ａ Ｌ２ 木村，松
井音楽 S1P1 平野俊,阿部

亮,後藤,時
得,上野正,長
谷川,玉村

スポーツ実践 Ｐ１ 土田,榊原,
清水富

幼稚園専修教育実習 Ｐ３ 鈴木,丸山,杉
浦,香曽我部

音楽表現の基礎 Ｐ１ 香曽我部

身体表現の基礎 Ｐ１ 榊原，大橋

幼児の音楽的表現 Ｌ２ 香曽我部

保育実習 （２以上） （２以上） 保育実習Ⅲ Ｐ２ 休講(保育実
習専門部会)

保育実習Ⅳ Ｐ２ 休講(保育実
習専門部会)

１９以上 １０以上 １０以上

教養科目 (６以上) ６以上 人間教育学セミナー（教職の意義） Ｓ２ 得丸　外

総合演習（多文化社会論） Ｓ２ 角谷,田島,
藤岡,釜田

総合演習（学校と食の教育） Ｓ２ 立屋敷

体験学習 Ｐ２ 木村　外

アメリカ事情 Ｓ２ 休講

韓国事情 Ｓ２ 釜田

国際交流セミナー Ｓ２ 田島

日本国憲法 Ｌ２ 小島

教育情報演習 Ｓ２ 井上,大森,
髙野,石川

教育情報科学概論 Ｌ２ 南部,井上,石
川,大森,髙野

表現・人間学基礎論 Ｌ１ 土田,髙本,西
村

表現・相互行為教育演習 Ｓ１ 松本健,榊原,
西村

表現・状況的教育方法演習
Ｓ２ 髙石,西村,大

場,田島,洞
谷,松尾,安部

外国語に関する演習 (２以上) コミュニケーション英語ＡⅠ Ｐ１

コミュニケーション英語ＡⅡ Ｐ１

コミュニケーション英語ＢⅠ Ｐ１

コミュニケーション英語ＢⅡ Ｐ１

コミュニケーション英語ＣⅠ Ｐ１

コミュニケーション英語ＣⅡ Ｐ１

体育に関する講義及
び実技

L1P1 L1P1 体育 L1P1
市川,周東,大
橋,伊藤政,清
水富

１０以上 ８以上   ８以上

７９以上 ６８以上 ７８以上

左記の科
目から４
以上

左記の科
目から２
以上

ブラウン・ア
イヴァン,前
川,大場浩,加
藤雅,平野絹,
野地,北條,石
濵,〔中村〕

(２以上)

(８以上) 左記の科
目から８
以上保育の対象の理解に

関する科目
（別表
第二）

保育実習Ⅱ
保育実習Ⅲ

選択必
修科目

(17以上)

外国語，体育以外の
科目

2



○修士課程　専攻別・コース別　研究指導教員・研究指導補助　教員数 平成22年4月1日現在

教授 准教授 計 准教授 講師 助教 計

学校教育専攻 学校臨床研究コース 学習臨床研究 ⑩ ⑩ 9 1 10

生徒指導総合 ① ① 5 4 9

学校心理 ② ② 1 2 3

臨床心理学コース ③ ③ 3 1 4

幼児教育コース ② ② 1 1 2

特別支援教育コース ④ ④ 3 3 6

小計 22 22 22 12 34

教科・領域教育専攻 言語系コース 国語 ④ ④ 5 5

(①) (①) (2) (2)

英語 ④ ④ 3 3

(①) (①) (1) (1)

社会系コース ⑥ ⑥ 5 1 6

(①) (①) (2) (2)

自然系コース 数学 ③ ③ 3 3

(3) (3)

理科 ④ ④ 5 3 8

(①) (①) (1) (1)

芸術系コース 音楽 ③ ③ 3 2 5

(①) (①) (1) (1)

美術 ③ ③ 3 2 5

(①) (①) (1) (1)

生活・健康系コース 保健体育 ⑤ ⑤ 4 1 5

(①) (①) (1) (1)

技術 ③ ③ 2 2

(①) (①)

家庭 ④ ④ 1 1 2

(①) (①) (1) (1)

学校ヘルスケア ③ ③ 1 1

42 42 34 11 45

(⑨) (⑨) (10) (3) (13)

64 64 56 23 79

(⑨) (⑨) (10) (3) (13)

　※・研究指導教員，研究指導補助教員の（　）は教科教育科目担当の教員数で，内数である。

○専門職学位課程（教職大学院）　教員数 平成22年4月1日現在

教育実践高度化専攻 教育実践リーダーコース 入学定員 5 5 11 11

学校運営リーダーコース 50人 〈3〉 〈3〉 〈6〉 〈6〉

　※・それぞれの職位の〈　〉は実務家教員数で，内数である。

計教授 計 准教授

小計

合計

専　　攻 コース

　　・教科・領域教育専攻 言語系コース（国語），社会系コース，生活・健康系コース（保健体育，技術）の研究指導教員４名は，
      副学長が兼務で当該数に含む。

専　　攻 コース 科目群
研究指導教員 研究指導補助教員

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－１－④－１】



平成２２年４月１日予定

大　学　名 連合講座 備　　考

学 校 教 育 方 法 (1) 3 4 (1) 7

学 校 教 育 臨 床 5 (1) 4 (1) 9

先端課題実践開発 5 3 8

言 語 系 教 育 5 9 14

社 会 系 教 育 (1) 9 (1) 5 (2) 14 ※特任教授２人含む

自 然 系 教 育 8 3 11

芸 術 系 教 育 6 5 11

生活 ・健康系教育 (1) 9 3 (1) 12

小　　計 (3) 50 (2) 36 (5) 86

学 校 教 育 方 法 (1) 2 6 (1) 8

学 校 教 育 臨 床 (1) 6 (2) 4 (3) 10

先端課題実践開発 (1) 7 (1) 2 (2) 9

言 語 系 教 育 (1) 6 4 (1) 10

社 会 系 教 育 (1) 5 3 (1) 8

自 然 系 教 育 7 2 9

芸 術 系 教 育 (1) 3 3 (1) 6

生活 ・健康系教育 6 3 9

小　　計 (6) 42 (3) 27 (9) 69

学 校 教 育 方 法 (2) 2 (3) 3 (5) 5

学 校 教 育 臨 床 (2) 8 5 (2) 13

先端課題実践開発 ( ) ( ) ( )

平成２２年度　連合学校教育学研究科教員数一覧

マル合教員 合教員 計　（人）

上越教育大学

兵庫教育大学

先端課題実践開発 (1) 3 (1) 3 (2) 6

言 語 系 教 育 (1) 5 5 (1) 10

社 会 系 教 育 3 3 6

自 然 系 教 育 5 2 7

芸 術 系 教 育 (1) 6 2 (1) 8

生活 ・健康系教育 (2) 9 (1) 7 (3) 16

小　　計 (9) 41 (5) 30 (14) 71

学 校 教 育 方 法 5 4 9

学 校 教 育 臨 床 5 (1) 4 (1) 9

先端課題実践開発 4 (1) 1 (1) 5

言 語 系 教 育 3 4 7

社 会 系 教 育 3 5 8

自 然 系 教 育 9 3 12

芸 術 系 教 育 (1) 4 10 (1) 14

生活 ・健康系教育 6 (1) 5 (1) 11

小　　計 (1) 39 (3) 36 (4) 75

(19) (13) (32)

172 129 301

　　　２　マル合及び合の資格を持つ教員の場合は，マル合欄に記載した。

（注）１　（　）内は，平成２１年度研究科教員資格審査において，認定された者を内数で示す。
　　　　　（同一資格・同一分野での科目追加認定は含まない。）

合　　　　計

岡 山 大 学

鳴門教育大学

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－１－⑤－１】
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助
　
教

計

学校教育方法 2 0 5 0 0 7 5 0 3 0 0 8 3 0 2 0 0 5 6 0 3 0 0 9 16 0 13 0 0 29

学校教育臨床 6 0 3 0 0 9 6 0 3 1 0 10 9 0 4 0 0 13 8 0 1 0 0 9 29 0 11 1 0 41

先端課題
実践開発

先端課題実践開発 6 0 2 0 0 8 5 0 4 0 0 9 5 0 1 0 0 6 5 0 0 0 0 5 21 0 7 0 0 28

言語系教育（国語） 6 0 1 0 0 7 4 0 1 0 0 5 4 0 1 0 0 5 3 0 0 0 0 3 17 0 3 0 0 20

言語系教育（英語） 2 0 5 0 0 7 4 0 1 0 0 5 3 0 2 0 0 5 3 0 1 0 0 4 12 0 9 0 0 21

社会系教育 7 2 5 0 0 14 5 0 3 0 0 8 4 0 2 0 0 6 8 0 0 0 0 8 24 2 10 0 0 36

自然系教育（数学） 2 0 1 0 0 3 3 0 0 0 0 3 2 0 1 0 0 3 4 0 1 0 0 5 11 0 3 0 0 14

自然系教育（理科） 8 0 0 0 0 8 5 0 1 0 0 6 3 0 1 0 0 4 6 0 1 0 0 7 22 0 3 0 0 25

芸術系教育（音楽） 4 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 3 5 0 2 0 0 7 14 0 2 0 0 16

芸術系教育（美術） 3 0 4 0 0 7 4 0 0 0 0 4 4 0 1 0 0 5 4 0 3 0 0 7 15 0 8 0 0 23

生活・健康系教育
（保健体育） 5 0 0 0 0 5 3 0 1 0 0 4 7 0 2 0 0 9 5 0 0 0 0 5 20 0 3 0 0 23

鳴門教育大学 合計
H２２．４．１予定

学校教育
実践学専攻

教科教育
実践学専攻

平成２２年度　連合大学院　構成大学・連合講座・職名別教員数一覧

専攻 連合講座

兵庫教育大学 上越教育大学 岡山大学

（保健体育）

生活・健康系教育
（技術） 1 0 1 0 0 2 3 0 0 0 0 3 2 0 2 0 0 4 3 0 1 0 0 4 9 0 4 0 0 13

生活・健康系教育
（家庭） 5 0 0 0 0 5 2 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 3 1 0 1 0 0 2 11 0 1 0 0 12

57 2 27 0 0 86 51 0 17 1 0 69 52 0 19 0 0 71 61 0 14 0 0 75 221 2 77 1 0 301合　　　計

*複数分野認定の８人　新井肇（兵庫・先端・教授），永田智子（兵庫・先端・准教授），松村(兵庫・生健（家庭）・教授）,初田（兵庫・芸術（美術）・教授）,木村吉彦（上越・先端・准教授），高津戸（上越・自然（理科）・教授），田中淳一（鳴門・
臨床・教授）は、数式に－１している。
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１－１

履 歴 書

フ リ ガ ナ 本籍地
男･女 又は

氏 名 国 籍

生年月日（年齢） 年 月 日生（ 歳） 現住所
TEL

学 歴

年 月 事 項

職 歴

年 月 事 項

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－２－①－４】「履歴書」及び「教育研究業績書」



１－２

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

年 月 事 項

賞 罰

年 月

職 務 の 状 況

学部，学科等(所 毎週担当授業時間数
勤 務 先 職 名 担当授業科目名 備 考

属部局)の名称 専任 兼担 兼任 計

上記のとおり相違ありません。

平成 年 月 日

氏 名 印



２－１

教 育 研 究 業 績 書

平成 年 月 日

氏名 印

教育上の能力に関する事項 年 月 日 概 要

教育方法の実践例

作成した教科書，教材

当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価

学生指導の実績

その他

職務上の実績に関する事項 年 月 日 概 要



２－

単 著, 発行又は発 発行所，発表雑誌等又は
著書，学術論文等の名称 共 著 概 要

の 別 表の年月 発表学会等の名称



３

そ の 他 参 考 資 料

平成 年 月 日

氏名 印



１－１ 記 載 例

履 歴 書

フ リ ガ ナ ○○○ ○○○ 本籍地 日本国籍の者は都道府県名
男･女 又は ○○県 を記入し，外国籍の者は国

氏 名 ○ ○ ○ ○ 国 籍 名を記入してください。

生年月日（年齢） 昭和○○年 ○月 ○日生（○○歳） 現住所
（現住所を記入）

TEL ○○○（○○○）○○○○

学 歴

年 月 事 項

昭 和 年 月
○○． ○ ○○県立○○高等学校卒業

○○． ○ ○○大学○○学部○○学科入学

平 成
○○． ○ ○○大学○○学部○○学科卒業

○○． ○ ○○大学大学院○○学研究科修士課程○○専攻入学

○○． ○ ○○大学大学院○○学研究科修士課程○○専攻修了（修士（○○学））

※ 高等学校又は高等学校と同等以上と認められた学校の卒業を含み，それ以後の

入学，修了等のすべてについて記入し，学位，称号についても記入してください。

（学歴の表記について，学内昇任者については人事記録の表記に基づき，学外採

用者については候補者が出身大学等へ確認のうえ記載してください。）

職 歴

年 月 事 項

平 成 年 月
○○． ○ ○○大学○○学部助手（平成○年○月まで）

○○． ○ △△大学△△学部非常勤講師（平成○年○月まで）

○○． ○ ○○大学○○学部講師（平成○年○月まで）

○○． ○ ○○大学○○学部助教授（現在に至る）

○○． ○ □□大学大学院□□研究科助教授 「（授業科目名）」 Ｄ合 と判定

○○． ○ □□大学大学院□□研究科助教授併任（現在に至る）

（ ※ 職歴のすべてについて記入し，職名，地位等についても記入してください。 ）



１－２ 記 載 例

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

年 月 事 項

平成 年 月
○○．○○ ○○学会会員

（ ※ 専攻，研究分野に関連した学会，その他の団体の所属の状況について記入してください。）

賞 罰

賞罰なし
年 月 ※ 賞については，社会的評価の高い学術的な賞を記入してください。（個々の業績について

与えられた賞は，「教育研究業績書」の当該業績の概要欄に記入してください。）

職 務 の 状 況

学部，学科等(所 毎週担当授業時間数
勤 務 先 職 名 担当授業科目名 備 考

属部局)の名称 専任 兼担 兼任 計

○○○○ ○○ ○○○○○ ○○○○○ 4 4

○○○○ 2 2

○○○○○ 0.67 0.67

○○○○ 2 2

○○○○ ○○ ○○○○○ ○○○○○ 4 4

※ ① 記入日現在における職務の状況について記入してください。

② 毎週担当授業時間数は，授業を実施している大学の単位数の計算の基準に基づき算出し，

授業科目の１週１人当たり時間数 を記入してください｡

また，同一大学の専任学部（又は所属）以外の学部の授業を担当している場合は兼担の

欄に，専任大学以外の大学の授業を担当している場合は兼任の欄に記入してください。

③ 大学以外の学校，研究所等に勤務しているときは，様式に準じ職務内容の概要がわかる

ように記入してください。

（※ 教員選考審査会が設置される人事委員会にできるだけ近い日付を記入してください。）

上記のとおり相違ありません。

平成 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日

氏 名 （ 署 名 ） 印



２－１ 記 載 例

教 育 研 究 業 績 書

平成 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日

氏名 （署 名） 印

教育上の能力に関する事項 年 月 日 概 要

教育方法の実践例
平成

１．○○○カリキュラム開発と試行授業 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○ 200 字
○○○○○○○○・・・・・。 程度

２．初等教育における○○科における○○教 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
具の開発と実践 ○○○○○○○○・・・・・。

〃

作成した教科書，教材
平成

１．○○○○○（再掲） 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃

（後の「著書，学術論文等」との重複も可。
その場合「（再掲）」と表示）

当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価
平成

１．○○大学自己点検・自己評価報告書 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃

（○○～○○頁）

２．○○大学第○回教育優秀者賞受賞 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃

学生指導の実績
平成

１．○○大学大学院○○研究科○○専攻の修 00 . 00 . 00 「修士論文のタイトル」又は概要
士論文指導 ～ 00 . 00 . 00

その他
平成

１．○○財団教育優秀者賞受賞 00 . 00 . 00 「タイトル」 200 字
○○○○○ （概要） ○○○。 程度

２．○○学会○○教育研究○○賞受賞 00 . 00 . 00 「タイトル」
○○○○○ （概要） ○○○。

〃

職務上の実績に関する事項 年 月 日 概 要

平成
１．○○中学校スクールカウンセラー 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○

○○○○○○○○・・・・・。
〃

２．○○大学教育実習生指導 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃

３．○○大学公開講座講師 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
～ 00 . 00 . 00 ○○○○○○○○・・・・・。

〃

４．○○○○資格取得 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃

５．○○○○の特許取得 00 . 00 . 00 ○○○○○ （概要） ○○○
○○○○○○○○・・・・・。

〃



２－ 記 載 例

単 著, 発行又は発 発行所，発表雑誌等又は
著書，学術論文等の名称 共 著 概 要

の 別 表の年月 発表学会等の名称

著 書
（学術書等） 昭和
１．○○○○○○○ 単 著 ○○．○ ○○出版社 ○○○ （概要） ○○○。 200 字

（全○○頁） 程度

２．○○○○○○○ 共 著 ○○．○ ○○書房 本人担当部分が明示されている
場合の記載例

※表紙に氏名の記載があるもの 第○章第○節「○○○○○○」
○○○ （概要） ○○○。
（○○～○○頁）

〃
共著者：○○○○，○○○○，
○○○○，外○名
（全○○頁）

本人担当部分が明示されていな
い場合の記載例

○○○ （概要） ○○○。
共著者：○○○○，○○○○，

〃
○○○○，外○名
（全○○頁）

平成
３．○○○○○○○○ 共 著 ○．○ ○○書店 （上記共著の記載例に準ずる。）

〃
(分担執筆)

※分担者として氏名の記載があるもの

（専門書等）
１．○○○○○○○
２．○○○○○

論 文
（学会誌等に掲載された学術

論文） 昭和
１．○○○○○○○○○○○ 単 著 ○○．○ ○○大学 ○○○ （概要） ○○○。

〃
○○○（博士論文） （全○○頁）

２．○○○○○○○ 単 著 ○○．○ 『○○○○』 ○○○ （概要） ○○○。
〃

第○巻第○号 （○○～○○頁）
○○学会

平成
３．○○○○○○○○○ 共 著 ○．○ 『○○○○』 （上記共著の記載例に準ずる。）

〃
第○巻第○号
○○出版社

（紀要等に掲載された学術
論文） 平成

１．○○○○○○○○ 単 著 ○○．○ 『○○○○』 ○○○ （概要） ○○○。
〃

第○巻第○号 （○○～○○頁）
○○大学

２．○○○○○



２－ 記 載 例

単 著, 発行又は発 発行所，発表雑誌等又は
著書，学術論文等の名称 共 著 概 要

の 別 表の年月 発表学会等の名称

作品・演奏発表
（公的な専門組織団体で発表

・演奏されたもの） 昭和
１．○○○○○○○○○○ 単 ○○．○ 第○回○○展 ○○○ （概要） ○○○。 200 字

（○○○美術館） ○○○賞受賞 程度

（公共機関等の依頼によって
発表・演奏されたもの） 昭和

１．第○回○○○演奏会 単 ○○．○ 第○回○○協会 ○○○ （概要） ○○○。 〃
（○○○ホール）

競技歴・指導歴・審査歴 ※本様式にそぐわない場合は，任意の様式で可
（全国規模の大会における競

技歴・指導歴・審査歴） 昭和
１．昭和○○年度○○○○コ 共 ○○．○ ○○○研究会 ○○○ （概要） ○○○。

ンクール審査員 審査員：○○○○，○○○○， 〃
○○○○，○○○○

（○○○○○○○○○○○）
１．○○○○○

教育実践に関する業績 昭和
（指導書，学習指導資料及び 単 著 ○○．○ ○○○出版社 ○○○ （概要） ○○○。

〃
教科用図書等） （全○○頁）

１．○○○○○○○

（学校が刊行する紀要等に掲
載された論文・報告・解説
等） 昭和

１．○○○○○○○ 共 著 ○．○ 『○○○○○』 ○○○ （概要） ○○○。
第○巻第○号 （○○～○○頁）
○○学校 共著者：○○○○，○○○○， 〃

○○○○，外○名
（全○○頁）



３ 記 載 例

そ の 他 参 考 資 料

平成 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日

氏名 （署 名） 印

「履歴書」及び「教育研究業績書」に記載されなかった研究・教育活動で，

特に顕著な業績を記入してください。

例えば (1) 国際活動及び政府，学会，大学活動での顕著な業績

(2) 講師，助手の任用については，学会の口頭発表



「履歴書」及び「教育研究業績書」の記入上の注意について

１．履歴書

（１） 「学歴」について
高等学校又は高等学校と同等以上と認められた学校の卒業を含み，それ以後の入学，修了等のすべてについて記入し，学

位，称号についても記入してください。

（２） 「職歴」について
職歴のすべてについて記入し，職名，地位等についても記入してください。なお，大学院博士課程の教員として資格があ

ると認められた者は，当該審査に係る大学名，審査の年月，職名，担当授業科目名及び判定結果を記入してください。

（３） 「学会及び社会における活動等」について
専攻・研究分野に関連する学会，その他の団体の所属の状況について記入してください。

（４） 「賞罰」について
賞については，社会的評価の高い学術的な賞を記入してください。（個々の業績について与えられた賞は，「教育研究業績

書」の当該業績の概要欄に記入してください。）

（５） 「職務の状況」について
ア 記入日現在における職務の状況について記入してください。
イ 「毎週担当授業時間数」については，下記の算出方法による 授業科目の１週１人当たり時間数 を記入してください。

※ 算出方法：本学の例を下線で示してありますが，授業を実施している大学の単位数の計算の基準に基づき算出してください。
① 授業科目の単位数 × 時間数（講義・演習１単位 15 時間，実験・実習・実技 1 単位 30 時間）

＝ 授業科目の年間時間数
② 授業科目の年間時間数 ÷ 年間週数３０週 （前期又は後期のみの場合は１５週）

＝ 授業科目の１週当たり時間数
（前期又は後期のみの場合は，備考欄に「前期」又は「後期」と記入してください。）

③ 授業科目の１週当たり時間数 ÷ 担当者数 ＝ 授業科目の１週１人当たり時間数 (小数点以下第３位切捨）
④ ２年以上にわたる授業科目の場合は，総単位数を年数で除し，１年間当たりの単位数で時間数を算出してください。
⑤ 集中講義の場合は総時間数を記入し，備考欄に「集中」と記入してください。
なお，同一大学の専任学部（又は所属）以外の学部の授業を担当している場合は兼担の欄に，専任大学以外の大学の

授業を担当している場合は兼任の欄に記入してください。
ウ 大学以外の学校，研究所等に勤務しているときは，様式に準じ職務内容の概要がわかるように記入してください。

２．教育研究業績書

（１） 「教育上の能力に関する事項」及び「職務上の実績に関する事項」について
「事項」の欄については，担当予定授業科目及び専攻・研究分野に関連する「教育上の能力に関する事項」及び「職務上

の実績に関する事項」（別紙参照）を年月日順に簡潔に記入してください。

（２） 「著書，学術論文等の名称」について
担当予定授業科目及び専攻・研究分野に関連する「著書」，「論文」，「作品・演奏発表」，「競技歴・指導歴・審査歴」及び

「教育実践に関する業績」（別紙参照。なお，各項目に序列はありませんので，希望する順に記入してください。）に区分し，
それぞれについて，発行，発表の年月日順に記入してください。

また，次の点に御留意願います。
① 博士論文，修士論文については，名称の次に（○○論文）を付してください。
② 投稿中のものは，記載しないでください。（ただし，学会誌等に掲載予定であり，その証明があるものを除く。）
③ 学会の口頭発表については，記載しないでください。（ただし，講師，助手の任用については，「３．その他参考資料」

に記載してください。）
④ 著書，学術論文等の名称が外国語である場合は原語で記載し，括弧書きで日本語訳（英語を除く。）を付してください。

（３） 「発行所，発表雑誌等又は発表学会名等の名称」について
著書，学術論文等の発行所，発表雑誌又は発表学会等の名称及び巻号を記入してください。

（４） 「概要」について
教育上の能力に関する事項，職務上の実績に関する事項及び著書，学術論文等の概要について，教育上の能力に関する事

項の各欄，職務上の実績に関する事項及び各著書，学術論文等ごとに，２００字程度で記入してください。
なお，著書，学術論文等はその全頁数も記入し，共著の業績で，担当部分が明示されている場合に限り，担当部分を明記

してください。当該著書の全頁数及び本人を含む主要な著作者（３名以内）の氏名を，該当著書等に記載された順に従って
記入してください。（３名を超える場合は，「外○名」と付記してください。）

３．その他参考資料

「履歴書」及び「教育研究業績書」に記載されなかった研究・教育活動で，特に顕著な業績を記入してください。

例えば (1) 国際活動及び政府，学会，大学活動での顕著な業績
(2) 講師，助手の任用については，学会の口頭発表

※ 日付の記入は，原則和暦としてください。なお，「２．教育研究業績書」については，西暦でも可とします。

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－２－①－５】



別紙

教 育 研 究 業 績 の 区 分

「教育上の能力に関する事項」
 教育方法の実践例

例 ・ 優れた教育方法の実践例，マルチメディア機器を活用した授業方法，学生の授業外における学習促進のための
取り組み，授業内容の公開 等

 作成した教科書，教材
例 ・ 作成した教科書，教材，講義で教科書として使用している著書，教材等の概要

（後の「著書，学術論文等」との重複も可。その場合「（再掲）」と表示）
 当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価

例 ・ 各大学での自己点検・評価の一環として，教育面で高い評価を受けた事実（その事由と評価内容）
・ 採用決定の際等における教育上の能力に関する評価
・ 学生による授業評価，教員同士の相互評価等をまとめたもの
・ 上記以外で，学長，学部長，諸機関等が行った評価（客観性を持ったものについて記載） 等

 学生指導の実績
例 ・ 卒業論文，修士論文及び博士論文の指導実績 等

 その他
「教育方法の実践例」，「作成した教科書，教材」，「当該教員の教育上の能力に関する大学の評価」及び「学生指導の実績」

に該当するもの以外の事項について幅広く記入してください。
例 ・ 大学教育改善に関する団体等での活動の概要

・ 教育実績に対する受賞歴 等

※上記にとらわれず，積極的に記入してください。

「職務上の実績に関する事項」
 大学教員の場合

例 ・ 教育行政機関，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要
・ 各種カウンセリング業務等の実績
・ 課外活動等の指導者としての経歴・実績・資格
・ 研究協議会などの指導歴

 小中学校及び高等学校等の教員並びに教育行政機関等の職員の場合
例 ・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（教育実習，看護・福祉実習等）

・ 教育行政機関，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要
・ 各種カウンセリング業務等の実績
・ 課外活動等の指導者としての経歴・実績・資格
・ 学校管理職等としての実績
・ 教育行政機関，審議会，その他の機関における実績

 企業，官公庁等の研究者の場合
例 ・ 開発した新製品・製法，作物等の新品種などの概要

・ 取得した特許等の概要
・ 大学との共同研究による研究実績がある場合，その概要，成果，当該研究者の役割
・ 企画したプロジェクトなどの概要

 その他，企業団体関係者
例 ・ 国際援助・開発，先端技術，国際金融等高度に専門的な実務に従事した実績

 情報技術者関係の場合
例 ・ コンピュータに係る職務歴（職務上のコンピュータ活用法，ソフト・システム開発歴）

 マスコミ関係者の場合
例 ・ 執筆した記事の概要

・ 作成した番組の概要
 医師や看護婦等医療技術者の場合

例 ・ 症例研究会での発表等の活動
 福祉その他社会的活動の関係者の場合

例 ・ 参加した活動や団体の名称，活動内容・期間，本人の当該活動における地位
 スポーツ等実技関係者の場合

例 ・ 指導者としての経歴・実績・資格
 芸術関係者の場合

例 ・ 企画した公演，展覧会，イベント，ワークショップ等の概要
 博物館，美術館等関係者の場合

例 ・ 担当した展覧会の概要
・ 執筆・監修した展覧会図録の概要
・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（学芸員実習等）

 その他全般を通じて
例 ・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（教育実習，看護・福祉実習，学芸員実習，企業実習等）

・ 企業内教育，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要

※上記にとらわれず，積極的に記入してください。



「著書，学術論文等」
 著書

（学術書等）
例 ・ 主に，研究者を対象にした専門的な学術書

・ 解説，注を付けた，学術書の翻訳や古典の現代語訳
（専門書等）

例 ・ 主に，大学の学生や，教育等の実践に携わる人を対象に執筆・翻訳・現代語訳された学術的なもの
（その他）

上記のいずれにも該当しない学術的なもの

 論文
（学会誌等に掲載された学術論文）

例 ・ 当該分野の複数の研究者が編集委員になっている学術的な刊行物，研究者が編集委員になっていないが，広く
当該分野の研究者に読まれ権威を認められている学術的な刊行物で，原則として複数審査のあるもの

・ 日本学術会議登録学術研究団体，当該分野の大半の研究者が所属する全国組織の研究団体，これらと同等な外
国の研究団体が編集する学術誌で，原則として複数審査のあるもの

・ 博士論文（学会誌等に発表されていない場合）
（紀要等に掲載された学術論文）

例 ・ 大学，短大，高専，官公庁に所属する教育・研究機関，学会支部，地方学会，地方研究団体，民間の研究機関
が刊行する紀要

（その他の学術論文及び報告書）
例 ・ 単一の大学の教室，研究会が刊行する紀要に掲載されたもの

・ 研究者が編集委員になっていないが，広く読まれている学術誌に掲載されたもの
・ 修士論文で刊行されなかったもの
・ 科学研究費補助金，官公庁等によるプロジェクトや委託研究・調査の報告書

（その他）
上記のいずれにも該当しない学術的な論文

 作品演奏発表（音楽，美術，舞踊）
（国際的な機関や公的な専門組織団体で発表演奏されたもの）

例 音楽：ショパンコンクール，日本音楽コンクール，二期会
美術：院展，国画会展，新制作展，創画会展，独立展，二科展，日展，安井賞展

（主要な会場の要請や公的機関等の依頼によって発表演奏されたもの）
例 ・ コンサート・ホール，美術館，画廊の推薦，委嘱によるリサイタル，アンサンブル，個展，グループ展

・ 都道府県，放送局，新聞社等の依頼，主催による個人又はグループによる発表・演奏
（リサイタル，アンサンブル，個展，グループ展で発表演奏されたもの）

 競技歴指導歴審査歴
体育
（国際大会，全日本大会レベルでの競技会での競技歴指導歴審査歴）
（ブロック大会，県大会，地区大会レベルでの競技会での競技歴指導歴審査歴）
（上記以外の競技会での競技歴指導歴審査歴）
音楽
（全国規模のコンクールにおける指導歴審査歴）
（ブロック大会，県大会，地区大会レベルのコンクールにおける指導歴審査歴）
美術
（全国規模の公募展，コンクール等における審査歴）
（ブロック，県，地区レベルの公募展，コンクール等における審査歴）

 教育実践に関する業績
（指導書，学習指導資料及び教科用図書等）
（幼児児童生徒向けで学術的な背景をもつ著書）
（幼稚園小学校中学校高等学校が刊行する紀要等に掲載された論文報告解説等）
（その他）

上記のいずれにも該当しない教育実践に関する業績
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平成２１年度 学生による授業評価実施要項 
 
１ 目的 
  授業をどのように構築・再構築していくかの課題に対して有益な情報を得る。 

 
２ 評価対象授業 
（１）学 部  全授業科目 

（２）大学院  全授業科目 

 
３ 評価方法 
  マークカード方式による５段階評価とし，その他に自由記述欄を設ける。 

 

４ アンケート対象者 
  学部生，大学院生，科目等履修生全員 

 
５ アンケート調査実施時期 
  前期及び後期授業の終了時に実施する。 

 
６ アンケート調査用紙  別紙のとおり 
 
７ 配付方法及び回収方法 
  アンケート用紙は，授業担当教員が世話役となる学生を指名し，アンケート用紙の 

 配付・回収を依頼し，教育支援課教務支援チーム（カウンター回収箱）に提出させる 

 ものとする。なお，授業担当教員は，アンケート用紙の配付・回収には関与しない。 

 
８ 授業評価の活用 
  前期及び後期のアンケート調査結果を参考に，次の事項について教員が自己評価レ 

 ポートを作成する。 

 （１）「学生による授業評価」に対する自己分析 

 （２）次年度授業改善に向けての計画 

 （３）ＦＤ推進のシステムや改善方策についての意見 

 
９ 情報の公開 
  授業評価に関する情報は，個人情報の取扱いに留意の上，学内に公開する。 
 
 

- 1 -
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（表） 

別紙 

 

 

 

 

 

学 生 各 位 

 

 

大学評価委員会 

 

 

 

学生による授業評価アンケートの協力のお願い 

 

 

この学生による授業評価アンケートは，授業担当教員及び授業を開設する専攻・コース等が， 

授業をどのように構築・再構築していくかの課題に対して，有益な情報を得ることを目的として 

実施するものです。また，学生自ら授業の在り方とその再構築に関与することによって，学生の 

評価力・授業構成力を培うとともに，授業に関して教員と学生とが，共に授業を構成するという 

協同関係を築くことも意図するものです。 

なお，アンケート結果は，集計され次第，授業担当教員に提示され，学生による授業評価に対 

する自己分析や改善に向けての計画等について教員が自己評価レポートを作成します。 

学生による授業評価結果と教員による自己評価レポートは，本学ホームページ上に学内限定で 

公開します。 

 

 

 

 

  授業担当教員は，世話役となる学生を指名し，アンケート用紙の配付・回収を依頼するの 

みで，用紙の配付・回収には関与しません。 

  世話役の学生が，適宜の方法により回収し，所定の回収袋に封入後，速やかに教育支援課 

内の回収箱に投函してください。（回収袋に封入することが間に合わなかった分については，

直接教育支援課内の回収箱に投函していただいて結構です。） 
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（裏） 

                授業に関するアンケート 
 

 このアンケートは，教育の質の向上と改善を図るための参考資料を得ることを目的とするものです。主 
に授業毎に，基本的な授業の方法や内容に重点をおいてアンケートを行います。このアンケート結果を他 
の目的に使うことはありません。

 

  学生種別     学   年 授業科目番号       授業科目名    授業担当教員名 
□ 学 部 生 

□ 大学院生 
□ １年   □ ２年 

□ ３年   □ ４年    

□ そ の 他（上記以外） 
 

○ はじめに，あなた自身の取り組みについて 評    価 
 はい ＜－ － ・ － －＞ いいえ 

 ① あなたは，この授業に意欲的に（あるいは集中して）取り組みましたか。   ５    ４    ３    ２    １ 

 ② あなたは，この授業内容を発展させるため，授業中以外の時間に努力をしましたか。
 
５  ４  ３  ２  １

 ③ この授業で，この分野における新しい知識，手法，技能等を修得することができましたか。
 
５  ４  ３  ２  １

 ④ 授業を受講する際に，教員になる(である)ことを意識して，授業に臨んでいますか。   ５  ４  ３  ２  １ 

 ⑤ 授業を受講する際に，シラバスを確認していますか。   ５  ４  ３  ２  １ 

○ 授業の方法について 評    価 
 はい ＜－ － ・ － －＞ いいえ 

 ⑥ 授業での話し方は，わかりやすいものになっていましたか。   ５  ４  ３  ２  １ 
 ⑦ 教科書，ﾌﾟﾘﾝﾄ，ﾋﾞﾃﾞｵ，実験観察材料等の教材は，適切に用いられていましたか。

注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。 
５  ４  ３  ２  １ 

 ⑧ 板書や画像等は，わかりやすいものとなっていましたか。 

    注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。 
５  ４  ３  ２  １ 

 ⑨ この授業の教え方は，適切でしたか。    ５  ４  ３  ２  １ 

※ １又は２と評価した設問番号について，その 

理由等コメントがあれば記入してください。 

番

号 

 

 

ｺﾒﾝﾄ 

 

○ 授業の内容について 評    価 
 はい ＜－ － ・ － －＞ いいえ 

 ⑩ この授業内容は，わかりやすく整理されていると思いますか。   ５  ４  ３  ２  １ 
 ⑪ この授業目標は，明確でしたか。   ５  ４  ３  ２  １ 
 ⑫ この授業のシラバスの記載内容は，適切でしたか。 

    注）上の設問番号⑤で，シラバスを確認していないと回答した場合は，マーク不要です。

  
５  ４  ３  ２  １

 

 ⑬ この授業の難易度は適切でしたか。   ５  ４  ３  ２  １ 

 ⑭ この授業は，興味深い授業内容でしたか。   ５  ４  ３  ２  １ 

 ⑮ あなたは，総合的にこの授業に満足していますか。   ５  ４  ３  ２  １ 

※ １又は２と評価した設問番号について，その 

理由等コメントがあれば記入してください。 

（⑬は,「難しい」か「容易過ぎ」かも記入。） 

番

号 

 

 

ｺﾒﾝﾄ 

 

○ この授業の方法及び内容について，特に気になっていることを簡潔に記載願います。 

なお，複数の教員が担当している授業については，担当教員が分かるような記載をしてください。 

 

 

 

 

  ご協力ありがとうございました。なお，このアンケート集計結果は，本学ＨＰ上に学内限定で公開する予定です。 
                                                                   （上越教育大学平成２１年度  期） 
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○学校教育学部（アンケート回答数：14,091／受講登録数：20,235＝回収率：69.6％）

はい ＜－－－ －・－ －－－＞ いいえ 平均値

5 4 3 2 1 (無回答除く)

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

① 人 人 人 人 人 人

6,239 5,293 2,110 337 108 4

44.3% 37.6% 15.0% 2.4% 0.8% 0.0% 4.22

② 4,329 3,888 3,446 1,429 986 13

30.7% 27.6% 24.5% 10.1% 7.0% 0.1% 3.65

③ 5,807 5,125 2,512 457 171 19

41.2% 36.4% 17.8% 3.2% 1.2% 0.1% 4.13

④ 5,557 4,554 2,872 674 412 22

39.4% 32.3% 20.4% 4.8% 2.9% 0.2% 4.01

⑤ 2,678 1,984 2,354 957 5,583 535

19.0% 14.1% 16.7% 6.8% 39.6% 3.8% 2.65

○授業の方法について

⑥ 5,546 4,939 2,681 632 275 18

39.4% 35.1% 19.0% 4.5% 2.0% 0.1% 4.06

⑦ 5,206 4,469 2,695 472 199 1,050

36.9% 31.7% 19.1% 3.3% 1.4% 7.5% 4.07

⑧ 4,751 4,244 2,991 692 267 1,146

33.7% 30.1% 21.2% 4.9% 1.9% 8.1% 3.97

⑨ 5,482 4,903 2,828 601 197 80

38.9% 34.8% 20.1% 4.3% 1.4% 0.6% 4.06

○授業の内容について

⑩ 5,623 4,900 2,696 639 206 27

39.9% 34.8% 19.1% 4.5% 1.5% 0.2% 4.07

⑪ 5,818 4,592 2,803 608 236 34

41.3% 32.6% 19.9% 4.3% 1.7% 0.2% 4.08

⑫ 2,899 2,338 2,394 221 189 6,050

20.6% 16.6% 17.0% 1.6% 1.3% 42.9% 3.94

⑬ 5,006 4,986 3,174 663 220 42

35.5% 35.4% 22.5% 4.7% 1.6% 0.3% 3.99

⑭ 6,438 4,390 2,451 556 227 29

45.7% 31.2% 17.4% 3.9% 1.6% 0.2% 4.16

⑮ 6,091 4,553 2,642 572 207 26

43.2% 32.3% 18.7% 4.1% 1.5% 0.2% 4.12

平成２１年度学生による授業評価アンケート集計結果

アンケート事項

評　　　　　　　　　価

無回答

　あなたは，この授業に意欲的に（あるいは
集中して）取り組みましたか。

　あなたは，この授業内容を発展させるた
め，授業中以外の時間に努力をしましたか。

　この授業で，この分野における新しい知
識，手法，技能等を修得することができまし
たか。

　授業を受講する際に，教員になる（である）
ことを意識して，授業に臨んでいますか。

　授業を受講する際に，シラバスを確認して
いますか。

　授業での話し方は，わかりやすいものに
なっていましたか。

　教科書，プリント，ビデオ，実験観察材料
等の教材は，適切に用いられていましたか。
注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。

　板書や画像等は，わかりやすいものとなっ
ていましたか。
注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。

　あなたは，総合的にこの授業に満足してい
ますか。

　この授業の教え方は，適切でしたか。

　この授業内容は，わかりやすく整理されて
いると思いますか。

　この授業目標は，明確でしたか。

　この授業のシラバスの記載内容は，適切で
したか。
注）上の設問番号⑤で，シラバスを確認していないと回答した場合
は，マーク不要です。

　この授業の難易度は適切でしたか。

　この授業は，興味深い授業内容でしたか。

1 / 2 ページ
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○大学院　学校教育研究科（アンケート回答数：4,264／受講登録数：5,522＝回収率：77.2％）

注）専門職学位課程の臨床共通科目を除く。

はい ＜－－－ －・－ －－－＞ いいえ 平均値

5 4 3 2 1 (無回答除く)

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

① 人 人 人 人 人 人

2,770 1,151 305 33 3 2

65.0% 27.0% 7.2% 0.8% 0.1% 0.0% 4.56

② 2,150 1,124 678 208 99 5

50.4% 26.4% 15.9% 4.9% 2.3% 0.1% 4.18

③ 2,779 1,107 317 38 20 3

65.2% 26.0% 7.4% 0.9% 0.5% 0.1% 4.55

④ 2,678 889 412 83 196 6

62.8% 20.8% 9.7% 1.9% 4.6% 0.1% 4.36

⑤ 1,909 704 739 156 671 85

44.8% 16.5% 17.3% 3.7% 15.7% 2.0% 3.72

○授業の方法について

⑥ 2,584 1,077 445 68 46 44

60.6% 25.3% 10.4% 1.6% 1.1% 1.0% 4.44

⑦ 2,407 903 428 58 33 435

56.4% 21.2% 10.0% 1.4% 0.8% 10.2% 4.46

⑧ 2,155 950 498 71 40 550

50.5% 22.3% 11.7% 1.7% 0.9% 12.9% 4.38

⑨ 2,577 1,066 438 72 47 64

60.4% 25.0% 10.3% 1.7% 1.1% 1.5% 4.44

○授業の内容について

⑩ 2,553 1,076 470 79 66 20

59.9% 25.2% 11.0% 1.9% 1.5% 0.5% 4.41

⑪ 2,742 939 426 79 61 17

64.3% 22.0% 10.0% 1.9% 1.4% 0.4% 4.47

⑫ 1,995 821 620 50 42 736

46.8% 19.3% 14.5% 1.2% 1.0% 17.3% 4.33

⑬ 2,341 1,208 562 85 44 24

54.9% 28.3% 13.2% 2.0% 1.0% 0.6% 4.35

⑭ 2,940 875 334 58 43 14

68.9% 20.5% 7.8% 1.4% 1.0% 0.3% 4.56

⑮ 2,783 976 363 79 47 16

65.3% 22.9% 8.5% 1.9% 1.1% 0.4% 4.50

アンケート事項

評　　　　　　　　　価

無回答

　あなたは，この授業に意欲的に（あるいは
集中して）取り組みましたか。

　あなたは，この授業内容を発展させるた
め，授業中以外の時間に努力をしましたか。

　この授業で，この分野における新しい知
識，手法，技能等を修得することができまし
たか。

　授業を受講する際に，教員になる（である）
ことを意識して，授業に臨んでいますか。

　授業を受講する際に，シラバスを確認して
いますか。

　授業での話し方は，わかりやすいものに
なっていましたか。

　教科書，プリント，ビデオ，実験観察材料
等の教材は，適切に用いられていましたか。
注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。

　板書や画像等は，わかりやすいものとなっ
ていましたか。
注）ゼミ形式等の授業であり，該当しない場合は，マーク不要です。

　あなたは，総合的にこの授業に満足してい
ますか。

　この授業の教え方は，適切でしたか。

　この授業内容は，わかりやすく整理されて
いると思いますか。

　この授業目標は，明確でしたか。

　この授業のシラバスの記載内容は，適切で
したか。
注）上の設問番号⑤で，シラバスを確認していないと回答した場合
は，マーク不要です。

　この授業の難易度は適切でしたか。

　この授業は，興味深い授業内容でしたか。

2 / 2 ページ
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各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の実施方法

１ 各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の目的

この自己点検・評価は，各教員が常に教育・研究活動の現状を客観的に把握するとともに，学部・大学

院等の理念・目的との関連において点検・評価し，各教員が誇るべき長所と改善すべき点を明らかにして

不断に改善・改革を行い，本学の教育研究活動等の水準を維持・向上させることを目的とする。

２ 自己点検・評価の対象期間

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

３ 各教員による自己点検・評価

(1) 各教員は，本実施方法に従って自己点検・評価を実施し，人材評価システムへ各データを入力する。

(2) 自己点検・評価は，次に掲げる事項及び観点に従って，学部・大学院（修士課程・専門職学位課程・

博士課程）における教育・研究活動及び社会との連携に関する状況を以下の項目・内容等を参照の上，

分析・整理し，簡潔に記載する。

なお，各教員の担当授業科目・時間数及び各教員が指導した学位論文の題目は，「資料編」として別

に作成するため，記載不要とする。

① 教育活動

ⅰ）授業

平成10年10月26日大学審議会答申「21世紀の大学像と今後の改革方策について－競争的環境の中

で個性が輝く大学－」及び大学評価・学位授与機構が示す「自己評価実施要項分野別教育評価（教

育学系）に準拠（（ ）内参照）し，以下のような観点で学部・大学院（修士課程，専門職学位課

程，博士課程）における取組状況について自己点検し，簡潔に記載する。

【観点１】教育方法及び成績評価面での取組

○ 授業形態，学習（研究）指導法等の教育方法に関する取組状況

・・・大学に入学してくる学生の多様化が進む中で，現在の大学教員にはこれまで以上

に個々の学生に学習への動機付けを与え，学生が学習及び研究目標を確立するための指導

を行うことが求められている。

・・・各教員は，例えば，シラバスに明記する等の方法により，学生が事前に行う準備

学習や事後の復習，レポートの提出などについても十分な指示を与えることが，教員の努

めであることを十分に認識し，自覚して授業の設計を行うことが必要である。・・・

○ 成績評価法に関する取組状況

大学の社会的責任として，学生の卒業時における質の確保を図るため，教員は学生に対

してあらかじめ各授業における学習目標や目的達成のための授業の方法及び計画とともに，

成績評価基準を明示した上で，厳格な成績評価を実施すべきである。

okamoto
テキストボックス
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【観点２】教育の達成状況

○ 進学や就職などの卒業（修了）後の進路の状況から判断した取組状況

高等教育の大衆化と学生の多様化が一層進展する中で，各大学はそれぞれの個性・特色

を発揮しつつ，学部段階における教育機能の充実強化を通じた卒業生の質の確保を図るこ

とが必要である。 ・・・大学は，公共的な機関として，社会に貢献する人材の養成に当

たるという役割を担っており，学生に高い付加価値を身に付けさせた上で卒業生として送

り出すことは大学の社会的責任であるということを十分認識する必要がある。

ⅱ）研究指導

次のような観点で学部・大学院（修士課程，博士課程）における指導の状況について，自己点検

し，簡潔に記載する。

【観点１】学部

例えば，教育に関わる臨床的な実践力を修得させるために，どのように専門的な研究指導を行

ったか。

【観点２】大学院（修士課程，博士課程）

例えば，より高度な臨床的な実践力を修得させるために，どのように専門的な研究指導を行っ

たか。

ⅲ）その他の教育活動

次の事項について該当がある場合は，記載する。

・ 他の国立大学法人，公立・私立大学での非常勤講師

・ 教職講座

・ 教育実習における学生指導

・ 附属学校園における研究会実施に係る指導・助言等

ⅳ）特色ある点及び今後の検討課題等

上記ⅰ)～ⅲ) の活動全般を通して，特筆すべき点や前年度の検討課題への取組状況について自己

評価するとともに，新たな取組みが求められる点に関しても積極的に記載する。

② 研究活動

ⅰ）研究成果の発表状況

・ 著書

・ 論文

・ 作品・演奏発表，競技・指導・審査歴

・ 教育実践に関する業績

・ 学会等における口頭発表等

国際学会，国内学会（シンポジウム，フォーラム含む）で，ゲストスピーカー等として招待

を受けての講演（パネリスト含む）又は議長を行った場合は，その旨明記（☆印を付す）する。

・上記以外の研究成果の発表状況

ⅱ）共同研究（幼，小，中，高等学校及び特別支援学校教員との共同研究を含む）の実施状況
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ⅲ）国際研究プロジェクトへの参加状況

ⅳ）学会活動への参加状況等

・ 参加状況

・ 学会役職

・ 国際学会，国内学会（シンポジウム，フォーラム含む）の企画

・ 学会誌の編集 等

ⅴ）国内外の学術賞の受賞状況

ⅵ）在外研究の状況

ⅶ）特色・強調点等

研究活動全般を通して，発表した成果物（著書，論文，作品など）や活動等，研究の内容はどの

ような特色・強調点があったか，独創性と発展性，他分野への貢献，教育実践への寄与，地域の教

育課題への寄与，政策形成への寄与などの面からどのように優れているか自己評価し，簡潔に記載

する。

③ 社会との連携

ⅰ）社会的活動状況

・ 各種学外委員会等への参画等

・ 各種の研修，セミナー等における講演，指導・助言等

・ 公開講座，出前講座

・ その他の各種教育・研究支援，協力等

ⅱ）社会への寄与等

上記「ⅰ)社会的活動状況」における活動が，

・ 社会の教育・研究に関するニーズへの寄与，

・ 各地域特有の教育上の諸課題解決への寄与

・ 各種の教育課題・政策形成への寄与 等

といった観点からどのように寄与したか，また，サービスの享受者（社会）からどのように受け

止められたか自己評価し，簡潔に記載する。

４ 評価委員会等における検証

(1) 評価委員会は，入力された自己点検・評価データの内容の整理，データ集計等の取りまとめ及び総括

的な点検・評価を行う。

(2) 評価委員会は，自己点検・評価が終了したときは，その結果を学長へ報告する。

(3) 学長は，経営協議会及び教育研究評議会の議を経て，自己点検・評価の結果を決定する。
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５ 自己点検・評価データ作成の留意点

自己点検・評価データ入力に当たっては，次ページの【年次報告書掲載時のイメージ】を参考にすると

ともに，以下の点に留意して作成すること。

① 漢字コードは，原則としてＪＩＳ第１，第２水準の範囲で使用し，外字は使用しない。人名などで

ＪＩＳ第１，第２水準にない漢字は，代替文字，若しくは，かな書きとする。

② 文体は，「である」を基調とした文章様式とする。

③ オクリガナは，送りがなの付け方（内閣告示）に基づき記載する。

④ 接続詞の書き方は，「及び」，「並びに」，「又は」，「若しくは」等とする。

⑤ 機関・委員会等の名称は，省略せずに正式名称を記載する。

⑥ 姓名のいずれか又は両方が１字の場合は，姓名の間を１字空ける。

⑦ 職名は，平成22年３月31日現在で記入する。

⑧ 「教育活動」の「授業」，「研究指導」，「その他の教育活動」及び「特色ある点及び今後の検討

課題等」については，それぞれ概ね200字から300字程度を目安として作成し，全事項で2,000字から2,

500字程度を目安に作成する。

⑨ 助手が授業の補助を行っている場合は，「授業」について記入する。

６ その他

(1) データ入力期限

平成２２年４月３０日（金）厳守

(2) 問い合せ先

大学評価委員会委員長（事務担当：企画室企画・評価チーム（hyoka@juen.ac.jp ： 内線3658））
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【記載例（各教員の自己点検・評価）】

自己点検・評価の対象期間：平成21年４月１日～平成22年３月31日

上 越 太 郎（教授）

＜教育活動＞
授 業
【観点１】教育方法及び成績評価面での取組
【観点２】教育の達成状況
研究指導
【観点１】学部 実施方法「３各教員による自己点検
【観点２】大学院（修士課程，専門職学位課程， ・評価を参照願います。

博士課程）
その他の教育活動

◎特色ある点及び今後の検討課題等

＜研究活動＞
研究成果の発表状況

著】①平成21年５月：『教育人間学の理論』（単著） 南北書房
②平成21年９月：『児童の探求心理』（共著） 西城書店

論】①平成21年６月：『教育人間学に関する考察』（単著） 児童心理 第15号 pp.58-63
②平成22年１月：『児童についての理論』（共著） 東西大学研究紀要 第○巻第○

号 pp.158-163
作】①平成21年５月：『風景』 第13回国際絵画展 本城美術館

②平成21年７月：『○○○コンサート』 新潟市○○文化会館
③平成21年12月： …

業】①平成22年３月：『文部科学省検定小学校１年○○科教科書』（共著） ○○図書
②平成22年３月： …
※ 指導書，学習指導資料，教科用図書，幼児・児童・生徒向けで学術的な背景をも

つ著書，学校が刊行する紀要等に掲載された論文・報告・解説等を記入する。
発】①平成21年９月：『教科教育に関する心理学的提案』（共） 第３回○○教育学会研

究発表
②平成21年12月：☆国際○○学会にて○○研究に関して講演
③平成22年１月：☆○○学会全体会パネリスト

他】①平成21年６月～８月：『アイヌ民族の近代思想』 新潟日報（週１回計12回掲載）
②平成22年３月： …

共同研究（幼，小，中，高等学校及び特別支援学校教員との共同研究を含む）の実施状況
①○○○○に関する研究 代表者：評価一郎（東西大学教授） 科学研究費補助金
②○○○○に関する研究 代表者：点検 洋（南北大学教授） 科学研究費補助金

国際研究プロジェクトへの参加状況
①○○○○に関する研究 代表者：取組幸子（西城大学教授） 国際学術研究， ② …

学会活動への参加状況
①８月６日～９日：○○学会出席， ②平成21年度○○学会理事， ③1月29日～12月３
日：○○学会第○回研究大会の企画， ④学会誌○○の編集・特別企画 …

国内外の学術賞の受賞状況
①８月15日：○○○賞受賞（○○学会）『○○○○（受賞対象業績名）』
②９月６日：○○○賞受賞（○○財団）『○○○○（受賞対象業績名）』

在外研究の状況
①４月30日～９月30日：アメリカ合衆国 北太平洋における○○○の○○○に関する研究
②○月○日～○月○日：・・・・・

◎特色・強調点等
○○に関する研究で○○を行ったことは，他に例を見ない先進的なものであり，○○とい

う点で優れたものといえる。・・・等

＜社会との連携＞
社会的活動状況

①○○審議会委員（文部科学省高等教育局）， ②新潟県○○審議会委員（新潟県），③
上越市立○○小学校教員研修講師（『○○○』を講演）， ④６月～10月：本学公開講座
講師「インターネット入門」 ・・・等

◎社会への寄与等
・国・○○県の審議会委員として政策形成に積極的にかかわった。
・毎年行われている公開講座「インターネット入門」で，市民のＩＴ技術の向上に寄与し，
参加者によるアンケートでも，多くの方からとても分かり易い講座であったと評価を得た。

※ 大学入試センター試験問題作成委員及び科学研究費委員会審査委員など，公表すること
ができないこととされている委員等は掲載しないこと。

注）著】は，著書を示す。
論】は，論文を示す。
作】は，作品・演奏発表，競技・指導・審査歴を示す。
業】は，教育実践に関する業績を示す。
発】は，学会等における口頭発表を示す。

☆印は，国際学会，国内学会（シンポジウム，フォーラム含む）でゲストスピーカー等と
して招待を受けて講演（パネリスト含む）や議長を行った場合を示す。

他】は，上記以外の研究成果の発表状況を示す。
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平成２１年度上越教育大学競争的教育研究資金の配分基準

平成21年５月13日
教育研究評議会決定

１ 目的
この基準は，単科大学である本学の特性を十分に生かしつつ，多様で柔軟な教育研究実施体
制を確立し，競争的環境の醸成に努め，教育・研究をより活性化することを目的とする。

２ 中期目標・中期計画等における用語の定義等

（１） 「教育・研究指導」とは，本学の基本的目標に合致した人材を養成するために，大学院
学生・学部学生・研究生等に対して行う教育上及び研究上の指導・助言活動を指すものと
する。

（２） 「教育に関する臨床研究」とは，狭義には学校教育をはじめ，社会教育を含む教育・生
涯学習などさまざまな学習場面に臨み，その過程，組織，教材，メディア等を対象とする
研究活動を指すものとする。また，この狭義の「教育に関する臨床研究」を支える目的を
持った基礎的・開発的・応用的研究は，広義の「教育に関する臨床研究」と位置づけるこ
とができる（中期計画１３７項参照）。
なお，これら二者を区分する際は，「教育に関する臨床研究（狭義）」と「教育に関す

る臨床研究（広義）」と表記する。

（３） 「地域貢献等」とは，上越教育大学を中心とし，本学の機能によって結びついている地
域に対する本学の知的・人的資源による貢献を指すものとする。
本学は総合的な知的・人的資源を擁しており，その機能が多様である。本学を中心に本
学の機能によって結びついている地域は多重構造をなし，個々の地域ごとに構成要素と空
間的な広がりは様々である。
具体的な「地域貢献等」には，以下の事項が相当する。
① 大学が組織的に外部に貢献する活動（コンサルテーション事業，公開講座，出前講
座，危機管理上設定される事業）
② その他，大学の目的にあった学内外の事業への参加や貢献等，該当事項として認定
した内容

３ 資源配分の方針

（１） 中期計画１４４項については，大学の基本的な目標に基づいた教育に関する臨床研究の
推進を眼目として行う。研究と教育・研究指導を教育に関する臨床研究の側面から評価し，
資源を配分するものとする（以下「評価区分１４４」という。）。各教員は，該当する評
価対象事項を教育に関する臨床研究との関連で申告し，評価を受けるものとする。

（２） 中期計画１４７項については，教育に関する臨床研究（広義）の成果・効果の教育現場
へのフィードバックの側面から評価し，更に各教員の研究状況に関する評価を含めて実施
し，資源を配分するものとする。（以下「評価区分１４７」という。）
上記の各教員の研究状況に関する評価については，平成19年度までの講座・分野に近い

単位であるコース・科目群毎に評価基準を設定し，これに基づき実施するものとする。

（３） 中期計画２０６項については，教育に関する臨床研究を含めて，広く本学の教育・研究
指導，地域貢献等を評価するものとする。（以下「評価区分２０６」という。）

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－２－②－５】
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４ 財源及び配分予算科目

（１） 財源は，学長裁量経費から５，０００千円及び教育研究教員経費を充てるものとし，予
算枠は，教育研究評議会の専門委員会である配分予算検討委員会（以下「配分予算検討委
員会」という。）で決定するものとする。

（２） 各評価区分における配分比率については，資源全体を１００％としたとき，評価区分１
４４と評価区分１４７の「Ⅰ教育に関する臨床研究（広義）の成果・効果を教育現場への
フィードバックで評価」に２０％，評価区分１４７の「Ⅱコース・科目群別研究評価」に
４０％，評価区分２０６の「Ⅰ教育・研究指導」に２０％，評価区分２０６の「Ⅱ地域貢
献等」に２０％とするものとする。

（３） 各教員への配分予算科目は，教育研究教員経費とし，経費の執行は，既に配分済みの教

育研究教員経費と合わせ執行ができるものとする。

５ 申告項目

（１） 評価区分１４４と評価区分２０６－Ⅰに係る申告項目は，別紙１のとおりとする。

（２） 評価区分１４７に係る申告項目は，別紙２－１及び別紙２－２のとおりとする。
なお，別紙２－２の学内共通の区分・事項に基づく評価基準を各コース・科目群におい
て検討し，学長の承認を得るものとする。

（３） 評価区分２０６－Ⅱに係る申告書は，別紙３のとおりとする。

６ 審査方法及び配分

（１） １４７－Ⅱ：コース・科目群別研究評価の配分額の算出にあたっては，次の手順で計算
したポイントにより，各教員の配分額を算出する。
① 各教員からの申告に基づく積算ポイントを基に，各コース・科目群における平均ポ
イントを算出する。
② 平均ポイントが１００となる係数を各コース・科目群毎に求める。
③ ②で求めた係数により各教員の積算ポイントを改定し，配分額の基礎ポイントとす
る。

（２） 競争的教育研究資金の配分に関して必要な事項は，配分予算検討委員会において検討を
行うものとする。

（３） 各教員への配分額は，各教員からの申告に基づき，学長が配分額を決定するものとする。

７ その他

（１） 平成２０年４月以降に本学の教員となった者については，評価区分１４７－Ⅱを除き配
分の対象外とする。
なお，評価区分１４７－Ⅱについては，本学の教員となる前の実績についても本申告の
対象とする。
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別紙１

平成２１年度 資源配分項目（評価区分１４４，評価区分２０６－Ⅰ）

評価区分144 ：教育・研究指導を「教育に関する臨床研究（狭義）」との関連で評価
評価区分206-Ⅰ：教育・研究指導を「教育に関する臨床研究（狭義）」に関わりなく全学的に評価

学生 事項の細分と評価基準 144ポイント 206－Ⅰ 根拠データ 備考
平成２０年度修士２年次学生 ポイント

A11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究（狭義）｣との関連性
学生氏名 （高[2]／低[1]） α）

ａ 平成２０年度の修士論文提出（あり[5]／なし[0]） 論文タイトル：

ｂ 平成２０年度の学会発表（あり[3]／なし[0]） 学会の名称：
発表年月：

ｃ 平成２０年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]） 学会誌の名称：
発表年月：

ｄ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場 作品・演奏・競技等の名称：
・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]） 発表（参加）年月：
ｅ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場 表彰等の内容：
・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）
ｆ 留学生（該当[5]／非該当[0]）

計
β）

小 計 α）×β）

平成２０年度修士１年次学生
A21 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究（狭義）｣との関連性 研究課題：
学生氏名 （高[2]／低[1]） α）

ａ 平成２０年度の学会発表（あり[3]／なし[0]） 学会の名称：
発表年月：

ｂ 平成２０年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]） 学会誌の名称：
発表年月：

ｃ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場 作品・演奏・競技等の名称：
・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]） 発表（参加）年月：
ｄ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場 表彰等の内容：
・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）
ｅ 留学生（該当[5]／非該当[0]）

計
β）

小 計
α）×β）

修了生（Ｈ１７～１９年度）
A31 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究（狭義）｣との関連性 論文タイトル：
学生氏名 （高[2]／低[1]） α）

ａ 平成２０年度の学会発表（あり[3]／なし[0]） 学会の名称：
発表年月：

ｂ 平成２０年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]） 学会誌の名称：
発表年月：

ｃ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場 作品・演奏・競技等の名称
・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]） 発表（参加）年月：
ｄ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場 表彰等の内容：
・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

計 β）

小 計 α）×β）



- 2 -

学生 事項の細分と評価基準 144ポイント 206－Ⅰ 根拠データ 備考
平成２０年度学部４年次学生 ポイント

B11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究（狭義）｣との関連性
学生氏名 （高[2]／低[1]） α）

ａ 平成２０年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

ｂ 平成２０年度の卒業論文等の提出（あり[3]／なし[0]） 論文（作品）タイトル：

ｃ 平成２０年度の学会発表（あり[3]／なし[0]） 学会の名称：
発表年月：

ｄ 平成２０年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]） 学会誌の名称：
発表年月：

ｅ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場 作品・演奏・競技等の名称：
・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]） 発表（参加）年月：
ｆ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場 表彰等の内容：
・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）
ｇ 留学生（該当[5]／非該当[0]）

計
β）

小 計
α）×β）

平成２０年度研究生，教員研修留学生等（科目等履修生を除く）
C11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究（狭義）｣との関連性 研究課題：
学生氏名 （高[2]／低[1]） α）

ａ 平成２０年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

ｂ 平成２０年度の学会発表（あり[3]／なし[0]） 学会の名称：
発表年月：

ｃ 平成２０年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]） 学会誌の名称：
発表年月：

ｄ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場 作品・演奏・競技等の名称：
・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]） 発表（参加）年月：
ｅ 平成２０年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場 表彰等の内容：
・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）
ｆ 留学生（該当[5]／非該当[0]）

計
β）

小 計
α）×β）

Ｄ １４４評価区分 ａ 教授内容についての明示的な改善（高[10]／中[5]／低[3]）
平成２０年度の授業における「教育に
関する臨床研究（狭義）」に関連する実 ｂ 教授方法についての明示的な改善（高[10]／中[5]／低[3]）
施状況

計

E ２０６－Ⅰ評価区分 ａ 教授内容についての明示的な改善（高[10]／中[5]／低[3]）
平成２０年度の授業における実施状況

ｂ 教授方法についての明示的な改善（高[10]／中[5]／低[3]）

計

Ｆ ２０６－Ⅰ評価区分 ａ 受講学生数（100人以上[10]／ 99人～ 50人[5]／ 49人～ 30人[3]／ 29人以下[0]） 授業科目名：
平成２０年度の授業における負担状況 （複数の教員で授業を担当する場合は、ポイントを担当時間数に応じて按分する。） 受講学生数 【 人】 受講学生数が 30人以上の場合のみ
（各項は，授業科目毎に算出するもの 担当教員数 【 人】 申請者を含む人数
とする。） ｂ 免Ｐ用授業の６限目開講（あり[5]／なし[0]）

ｃ 学部・体験学習，学びのひろばの担当（あり[5]／なし[0]） 担当内容：

計

合 計

臨床研究関連係数 ： 研究課題の「教育に関する臨床研究（狭義）」との関連性 （高[2]／／低[1]） の判断基準

高 [2] ： 研究課題と「教育に関する臨床研究（狭義）」の定義との関連性が高いと判断できる場合
低 [1] ： 研究課題と「教育に関する臨床研究（狭義）」の定義との関連性が低いと判断できる場合



別紙２－１
平成２１年度 資源配分項目（評価区分１４７）

評価区分147－Ⅰ：平成２０年度における「教育に関する臨床研究（広義）」の成果・効果を教育現場へのフィードバックで評価

事 項 事項の細分と評価基準 ポイント 根拠データ 備 考

A 学校・園（附属を含む）における研究 a 活動の有無（あり[5]／なし[0]） 学校・園の名称
協議会等の研究協力者としての活動
（各項は，研究課題毎に算出するものと b 刊行物の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称
する。）

c 刊行物等に対する第三者の評価 評価を「高い」と判断した根拠と理由
（高い[5]／普通[3]）

B 教育に関する臨床研究の成果・効果を a 活動の有無（あり[5]／なし[0]） 研究課題
学校・園（附属を含む）における授業実
践に適用し，これを教育現場へフィード b 刊行物または発表の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物，発表の名称
バックさせる活動
（各項は，研究課題毎に算出するものと c 刊行物または発表に対する第三者の評価 評価を「高い」と判断した根拠と理由
する。） （高い[5]／普通[3]）

C 上記フィードバックの方途としてのホ a ホームページにおける研究成果の開示のページ
ームページにおける情報の開示 の有無（あり[5]／なし[0]）

D 教育関係諸機関・施設の研究協議会等 a 活動の有無（あり[5]／なし[0]） 機関等の名称
の研究協力者としての活動
（各項は，研究課題毎に算出するものと b 刊行物または発表の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物，発表の名称
する。）

c 刊行物または発表に対する第三者の評価 評価を「高い」と判断した根拠と理由
（高い[5]／普通[3]）

E 上記に関連するシンポジウム・研究会 a 活動の有無（あり[5]／なし[0]） シンポジウム等の名称
・ワークショップの企画・実施・総括の
実施 b 刊行物または発表の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物，発表の名称
（各項は，研究課題毎に算出するものと
する。） c 刊行物または発表に対する第三者の評価 評価を「高い」と判断した根拠と理由

（高い[5]／普通[3]）

ポイント合計



別紙２－２
平成２１年度 資源配分申告書（評価区分１４７）

147-Ⅱ：コース・科目群別研究評価
コース等名

氏 名

○対象期間：平成１６年度～平成２０年度

共 通 各コース・科目群で（案）を作成

区 分 事 項 細 分 細 々 分 ﾎﾟｲﾝﾄ

研 究 (1) 著書，論文，

作品・演奏等の実績

(2) 学会発表

(3) 学会賞等

ポ イ ン ト 合 計



参 考

別紙２－２

平成２１年度 資源配分申告書（評価区分１４７）

147-Ⅱ：コース・科目群別研究評価

コース等名

氏 名

○対象期間：平成１６年度～平成２０年度

共 通 各コース・科目群で（案）を作成（下記は例示）

区 分 事 項 細 分 細 々 分 ﾎﾟｲﾝﾄ

研 究 (1) 著書，論文， ①著書（学術書） ・単著

作品・演奏等の実績 ・共著・分担

・翻訳・単訳

・翻訳・共訳

②論文（学術論文） ・単著

・共著

③作品・演奏 ・国際的機関，全国的規模

競技，指導 ・主要会場・機関の委嘱

・公共機関等

④紀要・その他 ・単著

・共著

(2) 学会発表 ①国際学会 ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

②国内学会（全国） ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

③国内学会（ﾌﾞﾛｯｸ） ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

(3) 学会賞等 ①学位

②学会賞

ポ イ ン ト 合 計
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別紙３
平成２１年度 資源配分項目（評価区分２０６－Ⅱ）

評価区分206－Ⅱ：平成２０年度における地域貢献等を全学的に評価

事 項 事項の細分と評価基準 ポイント 根拠データ 備 考

Ｅ 地域と連携した教育・研究を中心とする ａ 具体的な活動の実施（あり[5]／なし[0]） 活動の名称：

活動 ※ 具体的な活動に至るまでの会議等の実績を含める。

（教育文化の側面，地理・歴史的側面， ｂ 刊行物の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：
科学技術啓蒙の側面，芸術・実技・観光

の側面，メディア空間の側面，危機管理 ｃ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

の側面等）

Ｆ 大学が行うコンサルテーション事業への ａ 事業への参画（代表者[5]／分担者[3]） 事業の名称：
参加

（学校現場に対する相談事業，心理相談 ｂ 刊行物の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

事業等）

ｃ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

Ｇ 大学が行う国際交流事業への参加 ａ 事業への参画（代表者[5]／分担者[3]） 事業の名称：

ｂ 事業の実施（あり[5]／なし[0]）

ｃ 刊行物の有無（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

ｄ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

Ｈ 国・地方公共団体・学会（国際的・全国 ａ 委員（役職[5]／委員[3]） 学会等の名称：

的な学会）等の委員 役職名：

（国・地方公共団体・学会等毎に算出す

るものとする）

Ｉ 公開講座の開設 ａ 開設（あり[5]／なし[0]） 講座の名称：
（各項は，講座毎に算出するものとする。）

ｂ 実施回数（年間 3回以上[5]／年間 2回[3]／年間 1回[1]）
※ 複数人で担当の場合は，自分の担当回数を記入

ｃ 刊行物（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

ｄ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

Ｊ 出前講座の開設 ａ 開設（あり[5]／なし[0]） 講座の名称：
（各項は，講座毎に算出するものとする。）

ｂ 実施の回数（年間 3回以上[5]／年間 2回[3]／年間 1回[1]）

ｃ 刊行物（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

ｄ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由
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事 項 事項の細分と評価基準 ポイント 根拠データ 備考

Ｋ 地域文化・芸術等団体との連携 ａ 連携（あり[5]／なし[0]） 連携の名称：

（町並み保存、芸能保存、各種コンクー

ル・競技会における審査員・審判員等） ｂ 公演等の回数（年間 3回以上[5]／年間 2回[3]／年間 1回[1]） 公演等の名称：

ｃ 刊行物（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

ｄ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

Ｌ 市民団体・ボランティア団体等との連携 ａ 連携（あり[5]／なし[0]） 連携の名称：

ｂ 刊行物（あり[5]／なし[0]） 刊行物の名称：

ｃ 活動または刊行物に対する第三者の評価（高い[5]／普通[3]） 評価を「高い」と判断した根拠と理由

Ｍ ホームページの公開による教育・研究指 ａ ホームページにおける教育・研究指導の成果の開示（あり[5]／なし[0]）
導の成果の普及活動

Ｎ 大学としての競争的資金の獲得(特色ＧＰ ａ 学内提案（主たる担当者[5]／協力者[3]／なし[0]）
等)

（各項は，事項毎に算出するものとする。）ｂ 競争的資金の申請（主たる担当者[5]／協力者[3]／なし[0]）

ｃ 競争的資金の採択（主たる担当者[5]／協力者[3]／なし[0]）

Ｏ 上記以外の外部資金の獲得（科研，受 ａ 外部資金の申請（代表者[5]／協力者[3]／なし[0]）
託研究，研究助成金等）

（各項は，事項毎に算出するものとする。）ｂ 外部資金の採択（代表者[5]／協力者[3]／なし[0]）

Ｐ 学内研究プロジェクト資金の獲得 ａ 学内研究プロジェクトの申請（代表者[5]／協力者[3]／なし[0]）
（各項は，事項毎に算出するものとする。）

ｂ 学内研究プロジェクトの採択（代表者[5]／協力者[3]／なし[0]）

Ｑ 学内運営に係る役職（委員長，私立大学 ａ 役職・委員等（役職[5]／委員[3]／なし[0]）
訪問キャラバンを含む）・委員（クラス担

当教員，課外活動団体顧問，教職講座講

師等を含む）
（各項は，事項毎に算出するものとする。）

Ｒ 学内施設等への貢献 ａ 保健管理センターのカウンセラー（あり[5]／なし[0]）
（各項は，事項毎に算出するものとする。）

ｂ 保健管理センターのアドバイザー（あり[5]／なし[0]）

Ｓ その他：自己申告事項 自己申告事項（あり[5]／なし[0]） 貢献の概要

（事項毎に算出するものとする。）

ポ イ ン ト 合 計



HOME ＞ 特色GPとは

「特色ある大学教育支援プログラム」…特色GP（Good Practice）とは？

 「特色ある大学教育支援プログラム」は，文部科学省が平成15年度から始めた大学支援事業です。 

大学教育の改善に資する種々の取組のうち，特色ある優れたものを選定し，その事例を広く社会に情報

提供することで，他大学や教員の参考とし，高等教育の活性化が促進されることを目的とするものです。

 ＜参照＞ 

 文部科学省 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/gp/002.htm 

 平成17年度は，全国の国公私立大学から410件の申請がありました。その中から，47件（採択率

11.5％）が優れた取組として採択され，本学の事業もその一つに選ばれました。

 本学の特色GPの目的は，「高度な専門的力量と教育実践に精通した有能な実践家を育てる」という教

育目標の実現にあります。具体的には，分離方式初等教育実習を中核とした，年次を踏まえた体系的な

教職キャリア教育による実践的指導力の育成です。

 平成12年度改革では，人間教育学セミナー，体験学習，フレンドシップ事業としての学びクラブ，ボラン

ティア体験等を教育実習と連動させて位置付け，入学早期から教職への自覚と課題を確かなものにして

きました。21世紀を担う教師とは，マニュアル的教育姿勢から脱却し，教育創造の力量をもつ教師です。

丸投げの教育実習ではなく，学生自身の主体的な教材研究を促す意味から，分離方式の初等教育実

習，さらに総合インターンシップを導入したことにより，大きな変容を見てきました。

 こうした改革方針を堅持し，更なる教職キャリア教育の方途を探って，本学が教育実習を展開する各教

育委員会，受入校代表者と連携し，協議や各種調査を行いつつ条件整備を進めています。そして，教育

実習の拡充と質的充実，学生の内省的評価の全面実施，教職科目と教育実地研究の充実など，カリキ

ュラム改善を不断に図ることで，本学の教育目標を具現しています。

 さらに，平成19年度から，本学の教育目標をもとに

到達目標及び具体的な到達基準を明確にしてカリキ

ュラムを展開することを目指しています。それは，教職

キャリア教育の成果について基準にもとづいて説明責

任を果たしていく評価システムの構築でもあります。

 4年間計画で「教職キャリア教育による実践的指導

力の育成」事業を推進することで，本学の教育目標を

具現する自立体制を確立していきます。

 

このページのトップへ HOMEへ
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HOME ＞ 特色GPの目的

なぜ，「教職キャリア教育」なのか？

 本学は「高度な専門的力量と教育実践に精通した有能な教育実践家を育成する」を理念とし，現代の

教育実態から次の2つを具体的目標として掲げています。

・子ども理解を基礎とした包容力のある教師の育成 

・教育活動を創造できる教師の育成

 しかし，教育現場の教員養成ニーズと入学してくる学生の実態とを比較するとき，教員養成として教職

キャリア教育の必要性を強く実感します。

① 単位を取得して卒業すれば，教師への道が開けるのではないか，という思い描きではなく，

自らの課題を自覚し，4年間，意欲的に学ぶ意味を実感する必要がある。 

② 学生自身も少子化の時代の中で育ち，自然・勤労・生産体験に乏しく，特に対人関係が希薄

な実態がある。幅広い経験と人間関係形成能力，心豊かで明るい人間性が強く求められる教職

においては，早期から自らの教職適性を自覚する必要がある。 

③ 近年，大学の講義と教育の実際との乖離の問題が指摘されている。入学早期から子どもを

はじめ，様々な教育現実とかかわり，課題意識をもって実践活動と大学講義を一元化していく必

要がある。

 そこで，上述した2つの具体的目標の実現に向けて，教職キャリア教育の視座から，次の３つの課題解

決を図ることにしました。

① 入学早期から子どもや教育活動と接し，自らの適性と課題の自覚，教職への確かな決意を

培うこと。 

② 大学講義での学びと教育の実際との乖離を解消すること。 

③ キャリア教育の視点から，入学早期から教職ガイダンス，体験的科目，双方向性のある授

業を工夫し，学生の主体的な学びを促すこと。
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HOME ＞ 特色GPの概要

教育実習を中核としたカリキュラムとは？

 教育実習は，1，2年次で様々な校種での観察・参加実習を位置づけています。3年次では，教職専門

や教科専門を背景に初等教育実習を，そして，4年次では深く教科専門を習得した上での中等教育実

習，さらに総合インターンシップを位置づけています。

◎ 体系的・段階的に位置づけている教育実習

1年次・・・ 観察・参加実習 

学校種別を理解するため，小規模小学校，附属中学校，特別支援学校での観察実

習

2年次・・・ 幼・小連携を意図した幼稚園実習

3年次・・・ 分離方式による初等教育実習（14年度より）

4年次・・・ 中等教育実習，総合インターンシップ（17年度より）

 大学に入学して半年も経たない1年次学生は，小規模小学校で子どもたちと温かい学級の雰囲気にふ

れ，特別支援学校では様々な障害をもちながらも懸命に学ぶ子どもたちの姿を通して，教育の原点を学

びます。また，中学校では教科専門の大切さを自覚することになり，実習終了後の意識の変容には大き

なものがあります。 

 しかし，それだけでは具体的な教職適性や課題を自覚するには難しいでしょう。そこで，本学では教育

実習を中核にして，近年，次のようなカリキュラムを体系的に導入してきました。

＜1年次への科目導入＞ 

 ・教職の意義を学ぶ「人間教育学セミナー」 

 ・自己表現力を磨く相互コミュニケーション「表現」 

 ・教科専門への橋渡しとしての「ブリッジ科目」 

 ・身体活動を通した学びとしての「体験学習」「ボランティア体験」

＜2年次への科目導入＞ 

 ・社会性を培い，子ども理解のための「ボランティア体験」

＜学生の自主活動の推奨＞ 

 ・入学早期から子どもと触れ合い，子ども理解と自らの適性を自覚させるために，年間を通して子どもと

触れ合う「学びクラブ」を全学体制で支援。

1/2 ページ特色GPの概要 - 上越教育大学 特色ある大学教育支援プログラム
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HOME ＞ 特色GPの取組内容

特色ＧＰ各年度の事業内容とは？

平成20年度基本計画 

教職関連科目の質的改善や学生指導の更なる充実を図るなどの条件整備を行うこと

で、学生の教職に対する自覚と明確な課題意識をもたせることを通じて、本学の教育目

標の具現化にせまり、その成果と課題を公表する

【主な事業内容】 

教育実習の拡充と質的充実•

教育実習での内省的評価の全面実施•

フレンドシップ事業の充実と評価•

大学教員と特任教員（県教育委員会からの派遣教員）、教員養成実地指導講師とのジョイント授

業の推進と充実

•

「教職キャリアファイル」の内容の充実と効果的な活用と評価•

「人間教育学セミナー」の共通プログラム作成・実施と評価•

「上越教育大学（上越・妙高地域連携）スタンダード（教員養成における学生が卒業時、または各

学年段階で習得すべき基準）」の作成・運用と評価

•

「上越教育大学（上越・妙高地域連携）スタンダード」と「教育実習ルーブリック（学習目標になる具

体的な評価基準）」作成と運用のための基礎調査

•

取り組み事業のインターネットコンテンツの作成•

公開シンポジウムの開催•

事業成果報告書の作成及び教育関係機関等への送付•

平成19年度基本計画 

教職キャリア教育の目標の再構築と具現化を図るために，「教育実習ルーブリック（学

習目標になる具体的な評価規準）」の試案作成・検討・調査を実施する

【主な事業内容】 

総合インターンシップの拡大，充実•

教育実習におけるビデオ授業分析を活用した内省的評価の全面実施と，「教育実習ルーブリッ

ク」の試案作成・試行

•

学びクラブにおける内省的評価・外部評価（学びクラブシンポジウム）の場の設定•

実務家教員が参画する教職科目「臨床教育課程論」でのジョイント授業の推進と充実•

授業基礎研究の授業資料のテキスト化•

授業基礎研究の授業における学習用DVDの作成と活用•

「人間教育学セミナー」での内省的評価を重視したプログラムの作成・実施•

教育目標の再構築に向けた「上越教育大学（上越・妙高地域連携）スタンダード（仮称」作成検討

と基礎調査

•

特色GP取組事業を公開するインターネットコンテンツ作成•

平成18年度基本計画 

教育実習の学生自身による内省的評価を行い，自己課題の上に総合インターンシップ

へと発展させる

【主な事業内容】 

総合インターンシップの拡大•

臨床的卒業研究の推奨•
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２年次教育実習の改革構想•

教職科目での一部ジョイント授業の実施と評価•

教育実習の内省的評価の導入•

入学生ガイダンス等のための「学びクラブ」DVDの制作•

「人間教育学セミナー」での共通プログラムの実施と評価•

「授業基礎研究」の充実のための実地指導講師の採用•

学習用「授業を創る」DVDの制作•

特色GPシンポジウム開催•

平成17年度基本計画 

現教職キャリア教育の見直しと具体的改革構想のための検討

【主な事業内容】 

総合インターンシップ事業の試行及び追跡調査と評価•

臨床的な卒業研究の実態調査•

卒業生を対象とした本学カリキュラム意識調査，学校長への意識調査•

教職専門教員と実務家教員のジョイント授業実現への具体的検討•

3年次教育実習での実習授業の内省的評価の導入検討•

入学生ガイダンス等のための「学びクラブ」DVDの制作•

「人間教育学セミナー」の充実のためのプラン作成•

「授業基礎研究」授業の充実のための実地指導講師の採用•

特色GPフォーラム参加•

 

以下，9つの項目に総括し，特色GP取組内容の具体を紹介します。

1. 入学時における「人間教育学セミナー」 

2. 実習を支える授業基礎研究「教育実地研究」 

3. 「教育実習」の質的改善 

4. 「フレンドシップ事業」による体験的な学び 

5. 卒業時における「教職実践演習」新設・必修化 

6. 「上越教育大学（上越・妙高地域連携）スタンダード」作成 

7. 学びの軌跡を確認する「教職キャリアファイル」 

8. 実務家教員が参画するジョイント授業の充実 

9. 特色GPシンポジウム

 

このページのトップへ HOMEへ

サイトポリシー  サイトマップ  お問い合わせ   
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平成２１年度上越教育大学研究プロジェクト採択一覧

〔継続分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 朝倉 啓爾 新学習指導要領に対応した公立中学校における学力向上の取 ６７５

20 一般研究 教授 組に対する臨床的支援プロジェクト
｜ 学校教育学系・ 安藤 知子 中学校における学級経営をテーマとする教員研修システムの ５７７
21 准教授 構築に関する実践的研究

学校教育学系・ 釜田 聡 社会認識を深める教材開発研究 ６７５
教授
学校教育学系・ 木村 吉彦 児童に科学的な見方・考え方の基礎を培う生活科学習の創造 ５９４
准教授
学校教育学系・ 両角 達男 「式をよむ」ことを重視した小学校算数の授業についての学 ６７５
准教授 習過程臨床的研究
臨床・健康教育学 加藤 哲文 小・中学校における発達障害児の支援方法に関する情報共有 ６０４
系・教授 システムの構築
自然・生活教育学 佐藤ゆかり 「家庭科の授業実践力」向上に関する基礎的研究 ５９４
系・講師
芸術・体育教育学 大橋奈希左 つくったモノとからだのかかわりを中心とした表現教材の開 ６７５
系・講師 発
芸術・体育教育学 松尾 大介 地域における大学を核とした芸術文化創造のための教育実践 ６３９
系・准教授 研究
附属小学校・校長 林 泰成 「人間社会を生きる子どもをはぐくむ教育課程」における教 ６７５

育活動の構想と展開
合 計 １０件 ６，３８３

〔新規分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 久保田善彦 遠隔授業の録画コンテンツを利用した現職教員への研修サー ６７５

21 一般研究 准教授 ビスの提供
｜ 学校教育学系・ 古閑 晶子 言語活動を核として思考を促す国語科学習過程臨床研究 ５７８
22 准教授

学校教育学系・ 橋本 定男 人間性形成と人間関係づくりに関する教育実践学の構築 ５６３
准教授
臨床・健康教育学 藤井 和子 小中学校における特別な教育的ニーズのある子どもの個別の ６１１
系・講師 指導計画作成に関する実践研究
人文・社会教育学 石濱 博之 僻地・複式教育（学級）の特性を活かした小規模公立小学校 ３５９
系・准教授 における外国語活動の指導の試みに関する実践的研究
自然・生活教育学 小林 辰至 教職大学院と学士課程教育を接続した６年一貫の教員養成カ ７５０
系・教授 リキュラム開発
自然・生活教育学 中村 雅彦 上越教育大学の自然を生かした動植物教材の開発 ５６５
系・教授
芸術・体育教育学 西村 俊夫 初等教育における造形表現力育成のための基礎研究 ５５５
系・教授
学校教育実践研究 清水 雅之 授業力を高める効果的な研修方法に関する調査研究 ６３０
センター・特任准教授
附属中学校・校長 天野 和孝 各教科等における重点指導事項例とその学習指導に関する実 ５６３

践的研究
附属幼稚園・園長 丸山 良平 幼児の仲間とかかわる力をはぐくむ教育課程の改善・提案 ６００

小 計 １１件 ６，４４９
学校教育学系・准 五十嵐素子 学習経験の基盤となる相互行為のあり方の解明 ２２５

21 若手研究 教授
臨床・健康教育学 佐藤 淳一 不登校にある児童生徒への臨床心理的援助に関する基礎的研 ２２５
系・准教授 究
臨床・健康教育学 村中 智彦 小集団指導における知的障害・自閉症児の課題遂行を高める ２２１
系・講師 最適な遂行機会の設定条件
自然・生活教育学 宮川 健 フランス前期中等教育数学教科書における証明の「生態」 ２２３
系・准教授
芸術・体育教育学 周東 和好 幼児の動きを豊かにする運動カリキュラムの実践的開発 ２２５
系・講師
附属小学校・教諭 古川 勝哉 小学校体育科におけるボールゲームのカリキュラム構成の在 ２１０

り方
附属小学校・教諭 磯野 正人 算数の授業における知識の構成過程と子どもの抱く心情との ２１０

かかわり
附属小学校・教諭 尾矢 貞雄 確かで豊かな読みをつくる物語教材読解活動の構想と展開 １８９

附属小学校・教諭 江谷 和樹 歌舞伎下座音楽の音楽構成法を用いた日本音楽の教材開発 ２０９

附属小学校・教諭 髙橋 栄介 低学年期における文学教材の読みに生かす音声化活動の可能 １７５
性（国語科）

附属小学校・教諭 北原さやか 低学年から始める小学校英語のカリキュラム開発 ２０２

附属小学校・栄養 渡邊 英里 食料自給率の向上へつなげる食育 ２１０
教諭

小 計 １２件 ２，５２４
合 計 ２３件 ８，９７３

okamoto
テキストボックス
【別添資料３－３－①－３】



平成１９年度 上越教育大学研究プロジェクトシンポジウム

■ 目 的

教育現場が抱えている諸課題を実践的立場から研究し，教育実践学の構築を図ることをテ

ーマとして本学と附属学校及び上越地域の小・中学校等との連携により取り組んできた本学

研究プロジェクトの成果を，広く学校教育現場等へ還元することを目的とする。

■ 日 時 平成２０年３月１日（土）

受 付 ９：３０～１０：００

シンポジウム １０：００～１２：１０

■ 会 場 上越教育大学 講義棟３０２教室

■ 次 第

①１０：００～１０：０５

挨拶・日程説明 副学長 川崎 直哉（司会・進行）

②１０：０５～１０：２５

「上越市立大手町小学校の教育課程開発・授業研究システムのモデル化の試み

－School based Curriculum開発システムの研究」

学習臨床講座 教授 増井 三夫

③１０：２５～１０：４５

「国際理解に焦点をあてた小学校英語活動の学習プログラム構築」

学習臨床講座 教授 北條 礼子

④１０：４５～１１：０５

「小学校中学年における比例的推論育成のための学習活動系列に関する学習過程臨床的

研究」 学習臨床講座 教授 布川 和彦

⑤１１：０５～１１：２５

「地域の地質素材を活かした総合学習教材の開発」

自然系教育講座 准教授 天野 和孝

⑥１１：２５～１１：４５

「『中１ギャップ』解消に向けた基礎的総合的研究－附属小中学校の社会科・総合的な

学習を中心に－」 学校教育総合研究センター 准教授 釜田 聡

⑦１１：４５～１２：１０（予定）

発表者による討論 テーマ「教育実践を行う上での課題」

⑧ 閉会

■ 対象参加者 上越地区小中学校教員

本学大学院生
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平成２１年度上越教育大学研究プロジェクト成果発表会

■ 目 的
教育現場における諸課題を実践的立場から研究し，教育実践学の構築を図ること

をテーマとして取り組んできた本学研究プロジェクトの成果を，広く学校教育現場
等へ還元することを目的とする。

■ 日 時
平成２２年３月６日（土）

受 付 ９：００～ ９：３０
研究成果発表 ９：３０～１２：０５

■ 会 場
講義棟２０１教室

■ 次 第
Ⅰ ９：３０～ ９：３５ 挨拶

副学長 加藤 泰樹

Ⅱ ９：３５～ 研究成果発表

① ９：３５～１０：０５ 学校教育学系 准教授 安藤 知子
中学校における学級経営をテーマとする教員研修システムの構築に関する
実践的研究

② １０：０５～１０：３５ 学校教育学系 准教授 木村 吉彦
児童に科学的な見方・考え方の基礎を培う生活科学習の創造
－低学年児童にふさわしい自然認識と理科学習への連続－

③ １０：３５～１１：０５ 学校教育学系 准教授 両角 達男
「式をよむ」ことを重視した小学校算数の授業についての
学習過程臨床的研究

④ １１：０５～１１：３５ 自然・生活教育学系 講師 佐藤 ゆかり
「家庭科の授業実践力」向上に関する基礎的研究

⑤ １１：３５～１２：０５ 芸術・体育教育学系 講師 大橋 奈希左
つくったモノとからだのかかわりを中心とした表現教材の開発

Ⅲ １２：０５ 閉会

■ 対象参加者
上越地区小中学校教員
本学教員
本学学生
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教育職員免許取得プログラム｜上越教育大学

教育職員免許取得プログラム

　本学大学院（修士課程）の教育職員免許取得プログラムに関する事項については，本学

ホームページ「大学院／入試情報」→「入試情報／教育職員免許取得プログラム（修士課

程）」と「入試情報／よくある質問」をご覧ください。 

　なお，教育職員免許取得プログラム受講者への支援体制として，本学講義棟１階のキャン

パスライフスクエア内の就職支援室に教育職員免許取得プログラム支援室を設置し，教員就

職の支援を充実させるために配置された小・中学校長を経験されたキャリアコーディネー

ターと，教育支援課，学生支援課及び就職支援室と連携の下，プログラム受講者の修学，学

生生活及び教員就職等に関する相談や支援を適切かつ円滑に行う体制を取っています。 

　 プログラム受講者が，高度な専門知識と実践力を備えた小学校教員等として学校の現場で

第一線として活躍するために，積極的かつ有効的に支援できるようにしています。

利用時間　 

土，日，祝日を除く平日：８時３０分～１７時 

※ただし，キャリアコーディネーターの相談時間は，１０時から１７時  

相談事項及び対応窓口 

(１)修学に関すること 

教育支援課教務支援チーム  

電話　025-521-3275 

E-mail　kyosien@juen.ac.jp

 

(２)学生生活に関すること 

学生支援課学生支援チーム 

電話　025-521-3283 

E-mail　gkikaku@juen.ac.jp

 

(３)教員就職に関すること 

就職支援室就職支援チーム 

電話　025-521-3597,3598 

E-mail　recruit@juen.ac.jp
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○上越教育大学大学院学校教育研究科テ

ィーチング・アシスタント実施要項

平成16年４月１日

（学 長 裁 定）
改正 平成19年２月16日

改正 平成20年２月20日

上越教育大学大学院学校教育研究科ティーチング・アシスタント実施要項

（趣旨）

１ この要項は，大学院学校教育研究科の優秀な学生（以下「大学院学生」という。）に

教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ，これに対する手当を支給することにより，当

該学生の処遇の改善に資するとともに，上越教育大学（以下「本学」という。）におけ

る教育の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図るため，必要な事項を定

める。

（名称）

２ 前項に規定する教育補助業務を行う者の名称は，ティーチング・アシスタントとする。

（職務内容）

３ ティーチング・アシスタントは，授業科目を担当する教員（以下「授業担当教員」と

いう。）の指示に従い，本学学校教育学部の学生（以下「学部学生」という。）に対す

る演習，実験，実習及び実技の授業科目について教育補助業務を行うものとする。この

場合において，非常勤講師が担当する授業科目を除くものとする。

（身分）

４ ティーチング・アシスタントの身分は，非常勤職員とする。

（任用条件）

５ ティーチング・アシスタントは，大学院学生のうち，次の各号に掲げる者に該当する

ものから任用するものとする。ただし，現職教育のため任命権者の命により派遣された

大学院学生は，除くものとする。

(1) 学業が優秀で，人格が円満であり，かつ，指導者としての適性を有する者

(2) 教員又は研究者となることを希望しており，ティーチング・アシスタントとしての

経験が役立つと思われる者

（実施計画）

６ 専攻長は，授業担当教員からティーチング・アシスタントによる教育補助業務の実施

の希望があった場合には，別記第１号様式のティーチング・アシスタント実施計画申請

書を作成し，学長に提出するものとする。

（授業科目の選定）

７ 教育補助業務を実施する授業科目の選定は，教務委員会が行う。

（任用計画）
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８ 専攻長は，申請した授業科目が，前項の規定により選定された場合には，別記第２号

様式のティーチング・アシスタント任用計画申請書を作成し，学長に提出するものとす

る。

（選考）

９ ティーチング・アシスタントの選考は，教務委員会が行う。

（勤務時間）

10 ティーチング・アシスタントの勤務時間は，月40時間（週10時間程度）以内を標準と

し，当該学生が受ける研究指導及び授業に支障が生じないよう配慮するものとする。

（任用手続）

11 ティーチング・アシスタントの任用手続については，国立大学法人上越教育大学非常

勤職員就業規程（平成16年規程第37号。以下「非常勤職員就業規程」という。）による

ものとする。

（給与）

12 ティーチング・アシスタントの給与は，非常勤職員就業規程により取り扱うものとす

る。ただし，手当は時間給のみとし，他の給与は支給しないものとする。

（事前指導等）

13 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせるに当たって

は，次の各号に掲げる事項を実施するものとする。

(1) 事前における当該業務に関する適切なオリエンテーション

(2) 継続的かつ適切な指導助言

(3) ティーチング・アシスタントからの意見聴取等

（実施報告）

14 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントの任用期間が終了したときは，速やか

に別記第３号様式のティーチング・アシスタント実施報告書を専攻長を経て，学長に提

出するものとする。

（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科学生への適用）

15 兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科の学生で，本学に配属となった者について

は，本学の学生とみなして，この要項を適用する。この場合において，第１項中「上越

教育大学大学院学校教育研究科」とあるのは「兵庫教育大学大学院連合学校教 育学研

究科」と，第３項中「学部学生」とあるのは，「学部学生又は大学院学生」とす る。

（事務の処理）

16 ティーチング・アシスタントに関する事務は，学務部教育支援課において処理する。

（その他）

17 この要項に定めるもののほか，ティーチング・アシスタントに関し必要な事項は，別

に定める。

附 則

この要項は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成19年４月１日から施行する。

附 則



この要項は，平成20年４月１日から施行する。



別記第１号様式（第６項関係）

ティーチング・アシスタント実施計画申請書

年 月 日

上越教育大学長 殿

専攻長

下記のとおり 年度のティーチング・アシスタントの実施を計画しましたので，申

請します。

記

要 週担当 業務担

求 授業実施組 学部・大 授 業 担当教員 学期 曜日 時限 予定時 当予定 業務内容

順 織名 学院の別 科目名 間数 期間

位

時間 週

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



別記第２号様式（第８項関係）

ティーチング・アシスタント任用計画申請書

年 月 日

上越教育大学長 殿

専攻長

下記のとおり 年度のティーチング・アシスタントの任用を計画しましたので，申

請します。

記

ティーチング・アシスタント

授業実 学部・ 授業科目名 担当教員

施組織 大学院 専攻・コース名（専攻・連 学 籍 学 籍 氏 名 任用期間

名 の別 合講座名） 番 号 番 号

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



別記第３号様式（第14項関係）

ティーチング・アシスタント実施報告書

年 月 日

上越教育大学長 殿

授業担当教員

下記のとおり 年度のティーチング・アシスタントを実施しましたので，報告します。

記

専 攻 ・ コ ー ス 名

（専攻・連合講座名）

学 籍 番 号 氏名

任 用 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日

学部・大学院 週 担 当 業務担当
学 期 曜日 時 限

の別
授業科目名

時 間 数 期 間

時間 週

時間 週

教育補助業務の内容等

得られた成果等の所見

専 攻 長 承 認 氏名

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



○上越教育大学大学院学校教育研究科テ

ィーチング・サポーター実施要項

平成18年１月23日

（学 長 裁 定）
改正 平成19年２月16日

改正 平成20年２月20日

上越教育大学大学院学校教育研究科ティーチング・サポーター実施要項

（趣旨）

１ この要項は，小学校教諭普通免許状取得のための学校教育学部の必修科目のうち，教

育職員免許取得プログラムの学生が履修することにより特に受講者が多い授業科目を対

象に，大学院学校教育研究科の優秀な学生（以下「大学院学生」という。）に教育的配

慮の下に教育補助業務を行わせ，当該授業科目の円滑な授業運営に資するため，必要な

事項を定める。

（名称）

２ 前項に規定する教育補助業務を行う者の名称は，ティーチング・サポーターとする。

（職務内容）

３ ティーチング・サポーターは，授業科目を担当する教員（以下「授業担当教員」と

いう。）の指示に従い，本学学校教育学部の講義，演習，実験，実習及び実技の授業科

目について教育補助業務を行うものとする。この場合において，非常勤講師が担当する

授業科目を除くものとする。

（身分）

４ ティーチング・サポーターの身分は，非常勤職員とする。

（任用条件）

５ ティーチング・サポーターは，大学院学生のうち，学業が優れ，人格が円満であり，

かつ，指導者としての適性を有する者から任用するものとする。ただし，現職教育のた

め任命権者の命により派遣された大学院学生は，除くものとする。

（実施計画）

６ 専攻長は，授業担当教員からティーチング・サポーターによる教育補助業務の実施の

希望があった場合には，別記第１号様式のティーチング・サポーター実施計画申請書を

作成し，学長に提出するものとする。

（授業科目の選定）

７ 教育補助業務を実施する授業科目の選定は，教務委員会が行う。

（任用計画）

８ 専攻長は，申請した授業科目が，前項の規定により選定された場合には，別記第２号

様式のティーチング・サポーター任用計画申請書を作成し，学長に提出するものとする。

（選考）
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９ ティーチング・サポーターの選考は，教務委員会が行う。

（勤務時間）

10 ティーチング・サポーターの勤務時間は，月40時間（週10時間程度）以内を標準とし，

当該学生が受ける研究指導及び授業に支障が生じないよう配慮するものとする。

（任用手続）

11 ティーチング・サポーターの任用手続については，国立大学法人上越教育大学非常勤

職員就業規程（平成16年規程第37号。以下「非常勤職員就業規程」という。）によるも

のとする。

（給与）

12 ティーチング・サポーターの給与は，非常勤職員就業規程により取り扱うものとする。

ただし，手当は時間給のみとし，他の給与は支給しないものとする。

（事前指導等）

13 授業担当教員は，ティーチング・サポーターに教育補助業務を行わせるに当たっては，

次の各号に掲げる事項を実施するものとする。

(1) 事前における当該業務に関する適切なオリエンテーション

(2) 継続的かつ適切な指導助言

(3) ティーチング・サポーターからの意見聴取等

（実施報告）

14 授業担当教員は，ティーチング・サポーターの任用期間が終了したときは，速やかに

別記第３号様式のティーチング・サポーター実施報告書を専攻長を経て，学長に提出す

るものとする。

（事務の処理）

15 ティーチング・サポーターに関する事務は，学務部教育支援課において処理する。

（その他）

16 この要項に定めるもののほか，ティーチング・サポーターに関し必要な事項は，別に

定める。

附 則

この要項は，平成18年１月23日から施行する。

附 則

この要項は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成20年４月１日から施行する。



別記第１号様式（第６項関係）

ティーチング・サポーター実施計画申請書

年 月 日

上越教育大学長 殿

専攻長

下記のとおり 年度のティーチング・サポーターの実施を計画しましたので，申請し

ます。

記

要 週担当 業務担

求 授業実施組織名 授業科目名 担当教員 学期 曜日 時限 予定時 当予定 業務内容

順 間数 期間

位

時間 週

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



別記第２号様式（第８項関係）

ティーチング・サポーター任用計画申請書

年 月 日

上越教育大学長 殿

専攻長

下記のとおり 年度のティーチング・サポーターの任用を計画しましたので，申請し

ます。

記

授業実 ティーチング・サポーター

施組織 授業科目名 担当教員

名 専攻・コース 学 籍 氏 名 任用期間

名 番 号

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



別記第３号様式（第14項関係）

ティーチング・サポーター実施報告書

年 月 日

上越教育大学長 殿

授業担当教員

下記のとおり 年度のティーチング・サポーターを実施しましたので，報告します。

記

専 攻 ・ コ ー ス 名

学 籍 番 号 氏名

任 用 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日

週 担 当 業務担当
学 期 曜日 時 限 授業科目名

時 間 数 期 間

時間 週

時間 週

時間 週

教育補助業務の内容等

専 攻 長 承 認 氏名

（注）専攻長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。
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ティーチング・アシスタントの実施授業科目の選定について

平成２０年１０月２１日
教 務 委 員 会

上越教育大学において，ティーチング・アシスタントが教育補助業務を実施する授業科目
の選定に当たっては，各専修・コースの希望に基づき各専攻長から提出された申請書に基づ
き，次の手順で行うものとする。

（１）全専修・コースの学生が対象となる科目（講義を除く）を優先する。
（授業科目一覧（学校教育学部）【全専修・コース】に掲載されている授業科目）

（２）（１）に続いて，次の①～④の手順で学内順位を付す。
①次に揚げた順番に従い，各専修・コースの要求順位１位の授業科目にそれぞれ学内
順位を付す。

１）学校臨床コース（学習臨床）
２）学校臨床コース（生徒指導総合）
３）学校臨床コース（学校心理）
４）臨床心理学コース
５）幼児教育コース
６）（特別支援教育コース）
７）教職デザインコース
８）言語系コース（国語）
９）言語系コース（英語）
10）社会系コース
11）自然系コース（数学）
12）自然系コース（理科）
13）芸術系コース（音楽）
14）芸術系コース（美術）
15）生活・健康系コース（保健体育）
16）生活・健康系コース（技術）
17）生活・健康系コース（家庭）
18）（生活・健康系コース（学校ヘルスケア））

②次に揚げた順番に従い，各専修・コースの要求順位２位の授業科目にそれぞれ学内
順位を付す。

18）（生活・健康系コース（学校ヘルスケア）） ～ １）学校臨床コース（学習臨床）

③次に揚げた順番に従い，各専修・コースの要求順位３位の授業科目にそれぞれ学内
順位を付す。

１）学校臨床コース（学習臨床） ～ 18）（生活・健康系コース（学校ヘルスケア））

④以下同様の作業を繰り返し行う。

（３）次年度については，前年度に選定された最後の順位の授業科目を持つ専修・コースの
次専修・コースから同様の作業を行い，学内順位を付していくものとする。

付記 この取扱いは，平成２１年度授業科目の選定から適用し，最初に付す学内順位は，
15），16），17）～の順とする。
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【 参 考 】
平成２２年度ＴＡ実施授業科目選定に当たっての学内順位

順位 コ ー ス 名 等

１ 15）生活・健康系コース（保健体育）
２ 16）生活・健康系コース（技術）
３ 17）生活・健康系コース（家庭）
４ 18）生活・健康系コース（学校ヘルスケア）
５ 18）生活・健康系コース（学校ヘルスケア）
６ 17）生活・健康系コース（家庭）
７ 16）生活・健康系コース（技術）
８ 15）生活・健康系コース（保健体育）
９ 14）芸術系コース（美術）
10 13）芸術系コース（音楽）
11 12）自然系コース（理科）
12 11）自然系コース（数学）
13 10）社会系コース
14 ９）言語系コース（英語）
15 ８）言語系コース（国語）
16 ７）教職デザインコース
17 ６）特別支援教育コース
18 ５）幼児教育コース
19 ４）臨床心理学コース
20 ３）学校臨床コース（学校心理）
21 ２）学校臨床コース（生徒指導総合）
22 １）学校臨床コース（学習臨床）
23 １）学校臨床コース（学習臨床）
24 ２）学校臨床コース（生徒指導総合）
25 ３）学校臨床コース（学校心理）
26 ４）臨床心理学コース
27 ５）幼児教育コース
28 ６）特別支援教育コース
29 ７）教職デザインコース
30 ８）言語系コース（国語）
31 ９）言語系コース（英語）
32 10）社会系コース
33 11）自然系コース（数学）
34 12）自然系コース（理科）
35 13）芸術系コース（音楽）
36 14）芸術系コース（美術）
37 15）生活・健康系コース（保健体育）
38 16）生活・健康系コース（技術）
39 17）生活・健康系コース（家庭）
40 18）生活・健康系コース（学校ヘルスケア）
41 18）生活・健康系コース（学校ヘルスケア）
42 17）生活・健康系コース（家庭）
43 16）生活・健康系コース（技術）～ ～



優先
順位

授業科目名

コース
(科目群) 授業科目名

1 全学共通 総合演習（学校と食の教育） Ｓ２ 立屋敷　 後 月５ 30
2 全学共通 体験学習Ａ Ｐ２ 渡辺　他 前 集中 30 60
3 全学共通 体験学習Ｂ Ｐ２ 五百川　他 通年 不定期 30 90
4 全学共通 体験学習Ｅ Ｐ２ 立屋敷　他 通年 不定期 30 120
5 全学共通 体験学習Ｆ　 Ｐ２ 大場孝　他 通年 不定期 30 150
6 全学共通 体験学習Ｇ Ｐ２ 上野　他 通年 不定期 30 180
7 全学共通 体験学習Ｈ Ｐ２ 東原　他 通年 不定期 30 210
8 全学共通 体験学習Ｊ Ｐ２ 安部泰 通年 不定期 30 240
9 全学共通 スポーツ実践Ａ・Ｂ Ｐ１ 土田　他 前 水２ 30 270

10 全学共通 スポーツ実践Ｃ・Ｄ Ｐ１ 土田　他 前 火２ 30 300
11 全学共通 ウォータースポーツ Ｐ１ 清水 前 集中 30 330
12 全学共通 マリンスポーツ Ｐ１ 清水　他 前 集中 30 360
13 全学共通 スノースポーツ Ｐ１ 市川　他 後 集中 30 390
14 全学共通 中国語・中国事情 Ｓ２ 黎 前 月３ 30 420
15 全学共通 保育・表現の指導法 Ｓ２ 香曽我部，阿部靖 後 金２ 30 450
16 全学共通 保育・健康の指導法 Ｓ２ 下村義　他 後 月３ 30 480
17 全学共通 教育情報演習Ａ Ｓ２ 井上 後 月４ 30 510
18 全学共通 教育情報演習Ｂ Ｓ２ 大森 後 金３ 30 540
19 全学共通 教育情報演習Ｃ Ｓ２ 高野 後 月３ 30 570
20 全学共通 教育情報演習Ｄ Ｓ２ 石川 後 木２ 30 600
21 全学共通 表現・相互行為教育演習 Ｓ１ ×２ 松本健　他 前 火１ 30 630 2クラスに分けて行う。

22 全学共通 表現・状況的教育方法演習 Ｓ２ 髙石　他 後 月５ 30 660
23 全学共通 音楽 S1P1 ×２ 平野俊　他 通年 木３ 46 706 2クラスに分けて行う。

24 全学共通 図画工作Ａ Ｓ２ 洞谷　他 前 金３ 30 736
25 全学共通 図画工作Ｂ Ｓ２ 洞谷　他 前 木１ 30 766
26 全学共通 図画工作Ｃ Ｓ２ 洞谷　他 前 火３ 30 796
27 全学共通 図画工作Ｄ Ｓ２ 洞谷　他 前 木４ 30 826
28 全学共通 算数科指導法ＡＢ L1S1 伊達，両角 前 木２ 15 841
29 全学共通 算数科指導法ＣＤ L1S1 伊達，両角 前 火２ 15 856

30 全学共通 初等音楽科指導法ＡＢ Ｓ２ 時得，長谷川正 前 月２ 30 886

31 全学共通 初等音楽科指導法ＣＤ Ｓ２ 時得，長谷川正 前 木２ 30 916

32 全学共通 初等体育科指導法Ａ Ｓ２ 下村義　他 前 月１ 30 946
33 全学共通 初等体育科指導法Ｄ Ｓ２ 下村義　他 前 水１ 30 976
34 全学共通 初等家庭科指導法ＡＢ L1S1 得丸，佐藤ゆ 前 火２ 15 991
35 全学共通 初等家庭科指導法ＣＤ L1S1 得丸，佐藤ゆ 前 火１ 15 1006
36 保健体育 1 冬季野外運動（スキー） Ｐ１ 市川 後 集中 30 1036
37 技術 1 機械工学実習 Ｐ１ 黎 後 木４ 30 1066
38 家庭 1 被服製作の理論と実習 L1P1 佐藤悦 後 火3.4.5 30 1096

39 学校ヘルスケア 1 食生活論 Ｓ２ 立屋敷 前 木１ 30 1126

40 家庭 2 調理の理論と実習 L1P1 立屋敷 後 火3.4.5 30 1156
41 技術 2 電気工学実験実習 Ｐ１ 川崎 前 木４ 30 1186
42 保健体育 2 夏季野外運動（カヌー） Ｐ１ 清水 前 集中 30 1216

43 美術 1 造形基礎ＡＣ Ｓ１ ×２ 安部　他 前 月５ 30 1246 2クラスに分けて行う。

44 音楽 1 指揮法 Ｓ２ 長谷川正 前 木５ 30 1276
45 理科 1 生物学実験 Ｐ２ 小川，谷 後 木4.5 30 1306
46 数学 1 計算機数学演習 Ｓ２ 中川 後 木４ 30 1336
47 社会 1 地理学野外実験 Ｐ２ 赤羽　他 前 集中 30 1366
48 国語 1 書写書道Ⅱ Ｓ２ 押木 前 月３ 30 1396

平成22年度ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ・ｱｼｽﾀﾝﾄ実施計画　H22.3.15教務委員会承認
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49 臨床心理学 1 カウンセリング基礎演習 Ｓ２ 未定 後 水２ 30 1426

50 発達臨床 1 心理学実験 Ｐ２ 森口 前 木3.4 30 1456

51 学習臨床 1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門Ａ Ｓ２ 高野 前 火２ 30 1486
52 学習臨床 2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門Ｂ Ｓ２ 高野 後 月１ 30 1516
53 国語 2 書写書道Ⅰ Ｓ２ 押木 後 月２ 30 1546
54 数学 2 数学基礎演習 Ｓ２ 溝上 後 火４ 30 1576
55 理科 2 物理学実験 Ｐ２ 定本 後 月3.4 30 1606

56 美術 2 造形基礎ＢＤ Ｓ１ ×２ 西村　他 前 月４ 30 1636 2クラスに分けて行う。

57 技術 3 木材機械加工法 Ｓ２ 東原 後 月４ 30 1666
58 家庭 3 食科学実験Ａ Ｐ２ 光永 後 月4.5 30 1696
59 家庭 4 被服学実験Ａ Ｐ１ 佐藤悦 後 木4.5 30 1726
60 美術 3 伝統絵画表現と鑑賞 Ｓ２ 洞谷　他 後 火５ 30 1756
61 理科 3 地学実験 Ｐ２ 大場孝　他 前 月4.5 30 1786
62 美術 4 工芸表現Ｂ Ｓ２ 高石 前 木５ 30 1816
63 家庭 5 食科学実験Ｂ Ｐ１ 立屋敷 前 月4.5 30 1846
64 美術 5 デザインワークⅠ Ｓ２ 安部 後 木３ 30 1876
65 美術 6 日本画表現 Ｓ２ 洞谷 前 火４ 30 1906 24H採択

66 美術 7 油彩画表現 Ｓ２ 伊藤将 後 火４ 30 1936 不採択

67 美術 8 デザインワークⅡ Ｐ２ 安部 前 月3．4 30 1966 不採択

計 1966
上限1900時間



整
理
番
号
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1 国語 1073 国語（書写を含む。） L1S1 30 押木 前 集中 30

2 社会 1075 社会 L２ 30 松田　他 前 火５ 30

3 理科 1079 理科 Ｌ２ 30 中村　他 後 月２ 30

4 音楽 1084 音楽 Ｓ１Ｐ１ 90 平野　他 通年 月６ 46 2ｸﾗｽに分ける

5 美術 1089 図画工作 Ｓ２ 30 洞谷　他 前 木６ 30

6 体育 1091 体育 Ｌ１Ｐ１ 45 市川 前 集中 30

7 家庭 1092 家庭 L２ 30
佐藤悦，佐藤ゆ，
得丸，細江，光永

前 月２ 30

8 生徒指導総合 2053 道徳の指導法 Ｌ２ 30 林 前 金６ 30

9 生徒指導総合 3005 特別活動論 Ｌ２ 30 橋本 後 火１ 30

10 数学 3012 算数科指導法A･B L1S1 30 伊達，両角 前 木２ 15

11 数学 3013 算数科指導法C・D L1S1 30 伊達，両角 前 火２ 15

12 音楽 3025 初等音楽科指導法 Ｓ２ 30 峯岸 前 木６ 30

13 美術 3030 図画工作科指導法 Ｓ２ 30 阿部靖，五十嵐史 後 木６ 30

14 体育 3032 初等体育科指導法B Ｓ２ 30 周東 前 月１ 30

15 体育 3033 初等体育科指導法C Ｓ２ 30 周東 前 水１ 30

16 家庭 3037 初等家庭科指導法 L1S1 30 得丸，佐藤ゆ 前 木６ 30

17 生徒指導総合 2070 生徒指導論 Ｌ１ 15 安藤 後 月１ 15

18 臨床心理学 3039
教育相談・カウンセリング
論

Ｌ２ 30×2 宮下　他 後 木２ 60 2ｸﾗｽに分ける

19 生徒指導総合 2071 進路指導・キャリア教育論 Ｌ１ 15 白木 後 月１ 15

合　計 556

平成22年度ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ・サポーター実施計画　　H22.3.15教務委員会承認
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